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主催：人間文化研究機構、イスラーム地域研究 
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開会の辞 

金田 章裕（人間文化研究機構長） 

 

 本日は人間文化研究機構の第 15回公開講演会・シンポジウム「中東の激動を考える」に

ご参加いただきまして大変ありがとうございます。 

人間文化研究機構は、京都の国際日本文化研究センター、総合地球環境学研究所、大阪

の国立民族学博物館、関東の国立歴史民俗博物館、国文学研究資料館、国立国語研究所と

いう六つの大学共同利用機関で構成されております。それぞれの研究機関では設置目的に

かかわる共同研究や共同利用を推進しておりますが、それに加えて人間文化研究機構では

幾つかの事業を推進しております。そのうちの一つが地域研究推進事業です。ほかにデー

タベースを共有化するための資源共有化事業や、日本にかかわる外国に存在する資料の国

際共同研究などの事業を推進しております。 

 地域研究推進事業は、地域研究の必要性が大変高い地域でありながら、日本では研究拠

点形成が必ずしも十分に進んでいないという地域に対する地域研究の拠点形成を支援する

といったプログラムです。現在は、本日の講演会を進めているイスラーム地域研究、それ

から現代中国地域研究、現代インド地域研究の三つのプログラムが進行しています。中で

もイスラーム地域研究は最も早く、2006 年に発足し、5 年間の第一期の事業を終了して、

現在はその評価が大変素晴らしいということで、第二期の事業の進行中です。地域研究推

進事業の一つの特徴は、独立した研究所を新たに作るのではなくて、幾つかの大学や研究

機関と研究センターなどの機関を共同設置して、そこを拠点としたネットワークを作りな

がら研究を進めるというものです。イスラーム地域研究の場合は早稲田大学を中心拠点と

して、東京大学、上智大学、京都大学、財団法人東洋文庫に、本機構とそれぞれの機関が

研究施設を共同設置して、ネットワークの形で研究を進めています。 

 この間、イスラーム地域ではご承知のようにチュニジアをはじめとして、北アフリカ・

西アジア地域で大きな政治的・社会的変動が進行しています。本来、恐らく世界で最も大

きく、また衝撃的な激動ですし、今もその激動は続いています。 

 ただ、わが日本ではご承知のように 3 月 11 日に東日本大震災が発生して、それにかかわ

る未曾有の大災害に翻弄されているというのが実情でもあります。ともすれば、中東の激

動を失念しがちですが、イスラーム地域研究プロジェクトの方々には広く、かつ深く研究
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を進めていただいています。 

 今回の公開講演会・シンポジウムでは、その激動する中東についてのまとまった知見を

広く披露し、情報を共有しつつ、皆さまとともに考えを進めていく機会となるように企画

したものです。どうぞこの趣旨をお汲み取りいただき、激動する中東地域に思いを馳せて

いただきたいと存じます。 

 

 

イスラーム地域研究早稲田大学拠点代表挨拶 

湯川 武（早稲田大学イスラーム地域研究機構研究院教授） 

 

 只今の人間文化研究機構の金田機構長のお話にありましたとおり、私どものイスラーム

地域研究は、2006年に人間文化研究機構の中にある地域研究推進センターの主導の下に共

同研究のネットワークを作り、研究活動を開始いたしました。2010年に第一期の 5 年が終

了し、本年から第二期の 5年が始まったばかりです。 

 第二期が始まる前の昨年 12月のチュニジアから始まり、エジプト、その他の国々へと独

裁政治に反対する民主化運動が広がってゆきました。そして現在もまだ情勢の変化がさま

ざまな国で起こっています。この変化は非常に大きな変化で、どのようにとらえたらいい

のか、そこに含まれる問題の本質は何なのかということなどを、私ども中東研究・イスラ

ーム研究にかかわる者として非常に深い関心を持って見てきました。 

 そもそも私たちは、この問題が始まってから急にこういうことをやり始めたわけではあ

りません。イスラーム教徒は全世界で 13～15 億人いると推定されていますが、世界にこれ

だけ大きな部分を占めている人たちが形づくっている一つの文化圏というか、文明圏、一

つの世界、そして彼らが自分たちの信仰としているイスラームというものは、私たちが考

える以上に、普通の意味での宗教よりも大きな幅を持ったものですが、そういうものをど

うとらえたらいいのだろうか、ということを中心の課題として研究活動を進めてました。 

 そして現代のイスラームおよびイスラームの世界を理解するために、われわれ自身の新

しい学問的なアプローチの仕方があります。 

一つのアプローチとしては、イスラームあるいはイスラーム世界を考えるときに歴史的

な視点を取り入れて進めるということです。つまり、現代の問題だけをぽっと取り出すの

ではなくて、その歴史性を考えながらやってみようということです。 
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 もう一つのアプローチとして、地域間の比較研究を重んじる態度を持つということです。

イスラーム世界といっても地理的には、環境やその他さまざまなことを考えてみますと、

非常に多様な世界、しかも広い世界なのです。これを考えるときにどこか 1カ所モデル的

に取り出して、残りもみんなそうだというふうなやり方を取るのはまずいのではないかと

いうことです。 

 今回取り上げられる中東の政治的・社会的な構造変化とでもいうべき大きな変動は中東

という地域なのですが、中東といってもさまざまな国、さまざまな歴史的な伝統、社会の

違いがあるわけです。本日は主としてアラブ諸国を中心に話が進むと思いますが、アラブ

諸国とひとくくりにしてしまうと、それはそれでまた「そんなに単純なものではない」と

いうことになるかと思います。私たちのそういう地域間の比較、歴史的なアプローチとい

うもので研究を進めているということもご理解の上、今日の話を聞いていただければ幸い

です。 

「NIHUプログラム イスラーム地域研究」では、中心拠点である早稲田大学及び東京大

学、上智大学、京都大学、財団法人東洋文庫の五拠点一つ一つが特色を持った研究を進め

て、共同研究を発展させていくとともに、拠点間の連絡、連携、協力を密にしてお互いに

補い合い、協力し合いながら研究を進めていこうという姿勢でやっています。 

 私たちの大きな研究目標は今まで申し上げたとおりですが、その研究を通じて私たちは

三つの課題を持っています。その一つはイスラーム世界やイスラーム地域、その他のアジ

ア、欧米の研究者と交流を密にして国際的な力を付け、さらに私たち独自の発信ができる

ように頑張っていこうということを一つの大きな課題として掲げています。もう一つの課

題は次世代の若い研究者を育てていこうということです。最後に、五つの拠点がそれぞれ

の特色を発揮しつつ、なおかつ連携を深めてより一層共同研究の成果を上げていこうとい

うことです。 

この三つの課題の下に、現代のイスラームおよびイスラームの世界、イスラーム教徒（ム

スリム）たちの世界・社会・国家についての理解を深めていこうということで進めていま

す。 

 本日は、われわれの研究グループの現代問題に関する専門家たちによる講演およびパネ

ルディスカッションがありますが、それを通じて私たちが今まで積み重ねてきたものの一

端でも皆さまに伝わり、現在進行中の問題について、より深く、より幅広い理解が深まる

ことのお役に立てばというのが私どもの願いです。最後まで関心をもってお聞きいただけ
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れば私たちの幸いとするところです。 
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第 1 部 

講演「中東の大変動と日本の将来」 

小杉 泰（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科教授） 

 

 私は「中東の大変動と日本の将来」という題でお話しいたします。大変動と「変動」に

「大」を付けましたのは、30年、40 年に一度ぐらいの大きな変動が起こっているという気

持ちからなのですが、それがどうしてそのように思えるのかという話と、アラブの世界、

中東の世界で起こっている変動が日本の今の在り方とどういうかかわりにあるのかという

ことをご一緒に考えていきたいと思います。 

 今何が起こっているのかについては、いろいろな表現がありまして、割合、今、ポピュ

ラーになってきているのは「アラブの春」という言い方です。これは欧米のメディアで使

われ始めたような気がするのですが、20 年ぐらい前に起こった東ヨーロッパの変動とか、

独裁国家のような自由のない社会が民主化、自由化していくときに「春」という、長い長

い独裁の冬が終わって春が来たのだというニュアンスの言い方だと思うのです。 

エジプトにしても、その周りの国々にしても 3 月、4 月の春というのは砂嵐の季節なの

です。この砂嵐というのは大変なものでして、日本の梅雨と同じで毎日必ず吹くというわ

けではないのですが、大体砂嵐の季節だとおとなしい日もあるけれども、激しく吹く日も

あります。砂漠から巻き上がった砂がやって来まして、ひどい日はもう先が見えません。

車を運転するのは危ないのです。外に出て、風が強いと砂粒が顔に当たって、目を開けら

れないのです。 

 今の「アラブの春」もそういう感じになってきていると思うのです。1 月から 2 月にチ

ュニジアやエジプトの民主化革命が起こって、これから変わるのだと思っていたら、リビ

アでは今、内戦状態になっております。シリアではデモが起き、大変大きな弾圧が起こっ

て、犠牲者も出ています。革命というのは世の中を変えたいという力が働くわけですが、

同時にそれまでの社会でいいのだという人たちもいますから、当然大きな力の対立になる

のは当たり前です。民主化した国にしても、これからどういうコースをたどっていくのか

わかりません。エジプトでも民主革命は行われましたが、現在はまだ軍が代わりに統治し

ているという状態ですので、不透明感があります。だから、砂嵐の吹雪く日もあるし、晴

れた日もあるのですが、先の見えない感じがあるのです。 
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この動きはもともと 1～2 年で終わるようなことではないと思います。30～40 年のスパ

ンで考えたいのですが、私はこういうアラブ研究とか、中東、あるいはイスラーム研究と

いうようなものを始めて大体 40 年ぐらいなのですが、若いとき、40 年前に研究を始めた

ときのリビアの指導者はカダフィ大佐で、今でもカダフィ大佐なのです。私は 40 年と結構

長いこと勉強してきたつもりなのですが、その間同じ人がリビアを統治しているのです。 

 私が最初にエジプトに行ったのは 1975年ですが、そのときはサダト大統領でした。彼が

81年に暗殺されて、当時の副大統領だったムバラクが大統領になって、今年の 2月までず

っと大統領をやっていたわけです。二人合わせて 40年間です。 

 シリアでは現在デモが起こっていますが、シリアのアサド大統領はいろいろな改革をし

て、国民をなだめようとしております。私が 40年前に研究を始めたときは彼の父親のアサ

ドが大統領でした。父親はハーフェズという名前ですが、2 代続いてアサド大統領です。

アサド家ということでいえば 40 年間全く変わっていないということです。 

 このように見ますと、40年の間にせいぜい二人ぐらい、場合によっては一人がずっと政

治を担っているという体制がありますから、制度疲労が起きて当たり前なのです。そうい

うところで若い人が文句を言うのです。今回も若い人が非常にたくさんデモとか、集会に

参加していて、皆さんも毎日のようにニュースでそのパワーをご覧になったと思うのです

が、私はこれを「世代交代革命」と呼ぼうということをいろいろな機会に言っております。 

 世代交代革命というのは、若い人たちが「世代交代してくれ」、「自分たちも活躍できる

社会にしてくれ」ということです。若い皆さんが勉強したり、学校を出たり、仕事に就い

たり、あるいは仕事が得られなくて失業していたりということがありますが、そういう中

で何とか社会に役立ちたい、自分の家族を作っていきたい、国の未来を担いたいというの

は当たり前のことですが、今の社会はそれが閉塞されている状態なのです。独裁というの

はもちろんそれ自体が問題ですが、独裁に代表されるような社会の閉塞状態というのが一

番大きいと思うのです。 

 ただ、昨日・今日に閉塞状態になったわけではないのです。70年代に出てきた体制がず

っと続いてきて、今は壊れつつあると思っておりますが、70年代は非常にバラ色だったの

かというと、そうではないと思います。サダト大統領が暗殺される事態が起こったのは、

やはりそういう不満がたまっていたことの現れです。世代交代を求める人たちは 70 年代も

いましたし、80年代もいました。90年代もいたのですが、なかなかそれがうまくいかなか

ったわけです。 
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これはなぜなのか。 

 アラブ諸国で今いろいろなことが起こっているところはみんなそうですし、もう少し視

野を広げてイスラーム世界全体を見てみても、大変に人口増加が大きいのです。どのぐら

いかといいますと、1950 年、20世紀のちょうど真ん中のときに世界人口は今の半分以下で

したが、そのときの、世界の中におけるイスラーム教徒の人口の比率は 15％でした。2009

年、2010 年ぐらいの統計で言いますと 23％ぐらいだと言われています。このペースで進ん

でいくと、2050 年の予想は 29％です。つまり、21 世紀の半ばにはイスラーム世界の人口

は世界人口の 3 割ぐらいになると。これは簡単に言うと、子どもがたくさん生まれて、出

生率が高いということなのですが、それは当然ながら若い人が増えていくということなの

です。 

 この 20 世紀半ばから今までの間に、若者とされる 10 代の終わりから 20 代の人口は 3

倍増になったと言われています。そうしますと、当然若い人がどんどん出てきます。ムバ

ラク元大統領が倒されましたが、彼が 81年から今年まで 30年もずっと権力の座に座って

いた間に、エジプトの人口は 4000万人ちょっとから 8000 万人を超えました。ほぼ倍にな

ったのです。倍になったということはその間にどんどん若い人が出てきて、職を求めてい

く、家を求めていく、活躍の場を求めていくということです。 

 今、いろいろ動きがあります。特に 1 月、2 月は百万人、全国で何百万人という大変大

きなデモがエジプトやほかの国でもありました。このパワーは一体どこから来るのだろう

と思うのですが、一つは、デモをやっている皆さんの若いパワーがあると思うのです。 

 これはわれわれから見て少し不思議なことかというと、そうとは言えないと思うのです。

日本にもそういうことはあったのです。覚えていらっしゃる方もたくさんいらっしゃるか

と思いますが、60年安保、70年安保というのがありました。あのころは何万人、何十万人

というような若い人がデモに出て、一部のデモは街頭で暴れるなど、そういうことがあり

ました。あのときの日本の人口というのは、数は今より少なかったわけですが、どのぐら

いの歳だったのか。寿命ではなくて、現在生きている人たちの平均年齢が日本では 44～45

歳です。日本というのは非常に成熟した社会なわけです。ところが、60年安保のときには

25 歳ぐらいです。70 年安保のときは平均年齢が 29 歳ぐらいなのです。1 月に「ジャスミ

ン革命」をやったチュニジアの平均年齢というのは 29歳、70 年安保と同じです。2月に革

命を遂げたエジプトというのは 23歳です。60 年の日本とほぼ同じなのです。いわば 60年

とか、70年の日本で「こんなのでいいのか」と言って、若い人が日本の将来を憂いていろ
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いろなことをしていた年齢と同じであるということが言えると思うのです。しかも、これ

がイスラーム世界ではずっと続いていくのです。 

 なぜそうなのか、簡単に言ってしまうと、21 世紀に入ったところから半世紀の間の人口

増加の予想を世界全体で見ると、増加率は 2.4倍ぐらいです。ところが、イスラーム世界

は 3.6 倍で、大体 5 割増しぐらいのスピードで増えているのです。イスラームだから人口

が増えるのかという印象を受けますが、そんな単純なことではありません。イスラームの

国といっても、人口増加率はいろいろありますし、産児制限に成功している国もあります。

ですが、大きなトレンドとしてはそのようになっています。 

 なぜイスラーム世界の人口が急速に増えているのか、大ざっぱな言い方をしますと、イ

スラームが原因ではないと思うのです。イスラームが原因だったら 20 世紀の前半、19 世

紀も同じように増えていなければいけないのですが、そのような統計は出ていませんので、

やはりこれは近代的なイスラーム社会づくりと非常に関係があると思います。人口の専門

家の中にも若年人口が増えるということは、その分だけ職を与えなければいけない、雇用

を創出しなければいけない、失業者が増加したり、貧富の差が広がるなど、いろいろな社

会問題が起きると警告をなす方もいます。実際に貧富の差とか貧困が、今まで話題になっ

てきたテロに関係があるという考え方もありますが、私はちょっと違うと思っているので

す。そういう側面もあるでしょうが、その一方でイスラーム世界には、イスラームに基づ

く相互扶助、助け合い運動、貧しい人を助け合いましょうという運動があって、それも非

常に盛んなのです。例えば独裁政権が続いていて、富が国民にうまく回っていないという

ときに、そういう草の根の助け合いがあるのです。そうすると、本当だったらかっかと怒

っていなければいけない人たちが「われわれは貧しいながらもお互いに助け合って元気に

生きているのだ」という力と、若い人が「これは許せない」という力のバランスというの

があって、全体としてイスラーム世界がイスラームであるということは安定に寄与する面

も大きいと思うのです。ただ、やはりそれだけでは済まないわけで、怒る人たちも出てく

るということです。 

 70年代の仕組みというのはどうだったのか。70 年代の日本と中東の関係ですぐに思い出

されるのは 1973年の第四次中東戦争と、それに伴う第一次石油ショックでした。石油ショ

ックとか石油危機という言い方はもちろん日本側の言い方です。産油国にとっては一気に

経済的な力を手に入れたわけですから、石油ブームです。 

 第一次石油ショックというのはわれわれにとって大変衝撃でした。戦後の奇跡の復興と
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言われて、64 年の東京オリンピック、70年の大阪万博に象徴されるように、ぐんぐん上っ

ていった日本の経済成長が、第一次石油ショックでぱたっと止まったのです。が、今から

思えば、そのおかげで省エネ技術がものすごく進んだわけです。石油というのは黙ってい

ても安く流れてくるものではない、という自覚が生まれたところから、大事に使おうとい

う機運ができたのは確かです。 

 第一次石油ショックの影響はそれだけではありません。当時の日本のエネルギーは電気

とガソリンなどを基本として、原油、石油に依存していました。しかもその石油の 7割ぐ

らいが中東に依存していました。そこで日本で考えたのは、石油に依存し過ぎるのはよろ

しくない、中東に依存し過ぎるのもよろしくないという考えだったと思うのです。当時は

原子力発電が始まったばかりのころでしたが、そこへ石油ショックが来て、一気に原子力

発電へシフトしなければいけないという機運が出たのだろうと思います。 

 未曾有の天災に遭った私たちは今、大震災で被災された皆さま方と力を合わせて、連帯

して助けあっていかないといけないと思いますし、そういう努力はわれわれも一生懸命や

っております。しかし、その一方で、エネルギー問題、原子力発電でいいのかどうかとい

うことが、今まさに日本の将来と絡んで話題になっています。これは石油ショックだけで

原子力発電へシフトするようになったわけではありませんが、石油ショックが一番大きな

インパクトがあったわけです。 

 中東の石油に依存していては危ないという考えが良かったのかどうかというのは、今か

ら思えば少し反省の余地もあります。そのときに石油ばかりではいけない、中東に依存し

ていてもいけないということになり、今は原油に対する依存度はずっと下がっています。

ところが、中東に対する依存度は下がっていないのです。原油に関する限り、9 割方中東

から持ってくるということになっていますから、ちゃんとシフトしたのかどうかがちょっ

と問題だと思うのです。 

 そのときに中東でできた新しい体制についてご説明します。まず産油国が勃興しました。

石油が出る国にはお金がどんどん入ります。では、石油のない国はどうするかというと、

アラブの国というのは言葉が通じますので、石油の出る国へ出稼ぎに行くのです。例えば

リビアというのは人口 600万人ぐらいで、そこに 200万人ぐらい出稼ぎの人がいるという

状態です。総人口で考えると 4分の 1が出稼ぎということになるわけです。その出稼ぎの

うちの半分の 100万人が隣のエジプトとチュニジアから来ているというような状態だった

わけです。そういう人たちが頑張って働いて送金をして、自分の家族、国を潤すというよ
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うな体制がアラブの中でできたのです。 

 これはもちろん見るからに不平等・不公平の感じがする体制なのです。一つ一つの国が

独立していて、お互いに自分の資源は自分のものだというだけでよろしいのであれば問題

はありませんが、アラブの国々というのは「われわれは同じアラブの兄弟だ」と言います。

言葉も通じますし、だから容易に出稼ぎにも行けるわけです。しかし、石油の富を分け与

える話になると、「これはうちの国だけで使う。皆さんは出稼ぎで稼げる程度にしてくださ

い」ということになります。これは識者も昔から言っておりますし、潜在的にみんな思っ

ていることだと思うのですが、もう少し効率的な、もう少しみんなに分け与えるような仕

組みにすれば、もっとみんな発展できるのではないかと思うのです。現地に行ってみると、

産油国の開発の進み具合、そうでないところの経済的な困難は誰の目にも明らかなわけで

す。しかし、その体制が 70年代に大体固まって、それを守るということが今までずっと続

いてきたのです。 

 これに対して国際社会はどうしていたのか。例えばアメリカはどうしてきたのか、ヨー

ロッパはどうしてきたのかというようなことを考えますと、結局、エネルギーの安定供給

が大事だったということです。民主化があるとか何とか、そういうことはともかくとして、

安定した政権でエネルギーが流れてくる方がいいのだという態度を取っていたことは間違

いありません。日本がそのことにどのぐらい責任があるのかについては、日本は中東に対

して直接的な政治的影響力がそれほどあるわけではありませんので、日本が容認したから

独裁が続いたというのはちょっと言い過ぎだろうと思います。しかしながら、日本は石油

ショックを経験して後、中東で紛争や変動が起こった場合を考えると、石油の供給だけに

頼るのでは危ないと考えるようになりました。もちろんエネルギー源を多様化するという

のが一つの解決方法ですし、それから中東に対する依存を減らすというのも一つの解決方

法です。しかし、本当に中東というのは不安定で危ないところなのでしょうか。もしそう

だとするならば、そういうところが安定化するようにもっと協力する努力があってもよか

ったのではないでしょうか。 

 では、これからどうなるかということなのですが、石油を減らすといっても、完全にな

くすわけにいかないのです。われわれが立脚している現代文明はやはりエネルギーを大き

く消費するのです。抑えるにしても、そもそもが非常に大きなエネルギーを必要とする文

明を築いてしまっているわけです。移行するにしても時間が要ります。今は自然エネルギ

ーということに皆さんの関心が集まっていますが、自然エネルギーを開発するには時間が
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かかります。では、取りあえずのところをどうするのか。私自身は石油の専門家ではない

ので、専門の先生といろいろ討論していると、やはり天然ガスが重要ではないかというの

です。天然ガスというのは非常に安定しています。 

 電気を作るにはエネルギーを燃やして、その熱で蒸気タービンを回すわけですが、ガス

ですとガスタービンを回して、今度は蒸気タービンを回すという、二度おいしいというの

でしょうか、石油よりずっと効率が高いというのです。しかも、これからどのぐらい採れ

るかという可採年数が石油よりもずっと長いです。いろいろな数字がありますが、石油だ

と可採年数が大体 41～42 年、天然ガスは 400年というような数字が出てくるわけです。し

かも天然ガスは、石油と違って投機の対象になりにくいのです。皆さんよくご存じだと思

いますが、石油が今ものすごい価格になって、一時は 1バレル当たり 147 ドルという、と

んでもない数字が出てきたりするのは需給関係で決まっているわけで、投機マネーが入る

からだということがよく言われております。ところが、天然ガスというのはガスですので、

非常に温度を下げて液状にして、特別な船で運んでくるというようなインフラの整備が要

るわけです。ですから、石油のようにどこにでも持っていって、タンクで運べるというも

のではありません。そうしますと長期的な開発も要ります。そのため天然ガスというのは

比較的価格が安定しているのです。 

 では、天然ガスはどこにあるのか。石油というのは中東の湾岸地域に、世界で確認され

ている埋蔵量の 3分の 2 が埋まっています。ですから石油を使い続ける限り、中東から買

わなければいけないという状態は世界中が同じなのです。天然ガスも大体半分が同じ地域

に埋まっています。従って、例えば石油を使わないで、天然ガスにシフトするという話題

が出てきますが、地域から言うと、シフトすることにはなりません。 

日本の文明を維持していくためのエネルギー源ということから言うと、石油や天然ガス

にしばらくは依存していないといけないのです。多極化するにしても、時間のかかる中で

徐々にやらなければいけないので、われわれがこの生活を維持して経済を回していくため

には、今の中東の地域の動きを押さえていかなければいけないということになります。 

 今回の変動は誰も想像できなかったのかというと、私はそうではないと思っています。

大体 90 年代から兆候があったと思いますが、エジプトの例を申し上げます。私はエジプト

が専門の一つですのでよく行くのですが、エジプトの若い人が先ほど言った世代交代革命

を求めるときは、世代交代ができない、活躍ができないことに対する不満が根底にありま

す。こういった不満として割合話題にされるのは失業率です。エジプトはこれだけの失業
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率があるというのですが、私はそれ以上に大きなものはミスマッチだと思います。ちゃん

とした専門職のエンジニアになれる工学部を出ましたとか、何とかの資格を取りましたと

いうような若い人に職がないので、道端で物売りをしています。これは失業していないだ

けで、大変なミスマッチですから、失業率に数えないでは済まないのです。 

 私は失業率そのものも大きな問題だと思いますが、若い人たちが一所懸命勉強したよう

なことを役立てられない社会が問題なのだと思います。いかに新しいメディアが使われて

いるかということについてはこれから保坂先生のお話があると思うのですが、普通に考え

ても、ああいうメディアを使える人たち、インターネットを利用したり、スマホを持って

いたりするような人がそんなに貧しい人ということはないのです。だから問題の所在は、

単に貧困とか、失業とかではないのです。むしろ「活躍したいのに活躍できない、これを

どうにかしてくれ」というように、相当な不満のマグマがたまっていて、それは同僚の研

究者もみんな言っていました。 

 先ほど 70 年代にも世代交代の要求は今ほどではないにしてもあったということを申し

ましたが、例えば 77 年に暴動があり、翌年にもありましたが、暴れて何かを壊して、戒厳

令で戦車が出てきておしまいとなって、すごい不満がたまるのです。一体どうするのかな

と思っていたら、81年にサダト大統領の暗殺事件が起きました。はっきり言って、暗殺が

起きることは中東政治を研究しているみなが予測していませんでしたので驚きました。何

か起きそうだという予感はあっても、形がどうなるかが分からないのです。 

 では暗殺事件が起こって、社会が良くなったか。ムバラク体制が 30 年続いたわけです。

90年代にもいろいろありましたし、21世紀に入ってもいろいろな改革運動はありましたが、

エジプトの人たちが考えてしまうのは、中途半端だと余計に悪いことになるということで

す。反対の声を上げます。野党が出てきます。独裁が続いています。そうなると独裁者は

反対分子に対して、徹底した弾圧をする。そうであれば、いったん決起したらやるところ

までやらなければいけないのです。どんなに犠牲者が出ても民主化を獲得するまでやらな

ければいけない。これがチュニジアで成功したので、「よし、われわれも最後まで突っ走る

のだ」という衝撃が広がったのは大きなものがあります。 

 革命はどこでも起きます。ただし、エジプトで言うと過去 100 年の間に 3回です。1919

年革命、1952 年革命、そして 2011年革命ですから、1世紀に 2 回か 3 回しか起こらないわ

けです。これはとても予測ができませんが、マグマはあった。それはみんな感じていまし

た。 
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 そういうことから言うと、最初に私は「アラブの春」は砂嵐で不透明だと申しましたが、

不透明な中でも、日本の社会の在り方、今まさにこの震災をきっかけとしてホットに論じ

られているエネルギーの在り方というのは、この地域との関係そのものの問題なのです。

この地域が安定するのか、しないのか、していくならどこへ行くのか、そのことをきちん

と見ないといけないと。 

 われわれはイスラーム地域研究をやっておりますが、今からリビアで何が起こるかとか、

エジプトで何が起こるか、明日、明後日のことも分からないですし、「10 年後どうなって

いますか」と聞かれても、「砂嵐です」みたいなことになってしまうのです。しかし、1歩、

2歩先はきちんと分析していれば分かります。そういう 1 歩、2 歩の先を読んだ情報を国民

の皆さんにどう提供していくかが私たちの責任だろうと思います。その努力をしていかな

いと、こういう中東の変貌する国々とどう付き合って、どう助け合って、どう貿易して、

そして日本もハッピーになれる、彼らもハッピーになれるという形が続かないのではない

かと思います。 

 先ほど、独裁が続いてきたことについて日本も全く責任がないわけではないということ

を申しましたが、日本が独裁体制を支えてきたというのは言い過ぎだと思います。しかし、

翻って考えますと、中東にはパレスチナ問題があるわけです。この半世紀以上にわたって

国際問題最大の問題と言いながら、全然解決のめどが見えていないという意味では実に深

刻な問題です。日本もその解決にいろいろな力を貸してきましたが、今こうなってみると

足りなかったのではないか。もっとやってもよかった。つまり、地域が不安定になるのが

いけないのであれば、根幹的な問題にタックルするべきではないかと思うのです。 

 報道を見ていますと、「アラブの春」ではパレスチナ問題とか、イスラーム革命とか、そ

ういうものは出ていません。皆さん、そういう大きな問題を考えているゆとりがないので

しょう。自分たちの生活、この社会の在り方をまず考えるわけです。しかし、その社会の

在り方を変えていくと必ずパレスチナ問題をどうしようかということも出てきますし、現

にエジプトでムバラク体制が終わったというだけで、パレスチナ問題との連動が出てきて

います。シリアや、周りの国の変動もそれに影響されてくるのです。 

 ですから、われわれがもしこの地域の大変動と日本の将来の安定ということを結び付け

ていくのであれば、もう少し国際社会としてどこで寄与できるかというのを考えてもいい

のではないかなと思っております。そういう意味で、「では、どうするのか」ということも

含めて、先ほど申しました 1歩でも 2歩でも先の情報を提供できればと、あらためてわれ
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われの責任を感じる次第です。
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講演「手のひらの中からの革命」 

保坂 修司（日本エネルギー経済研究所研究理事） 

 

 私の話は「手のひらの中からの革命」というタイトルを付けましたが、そこからわかる

とおり非常に細かい話が中心になります。「手のひらの中からの革命」とはもちろん、小杉

先生のお話の中にもありましたとおり、インターネットが今回の一連の動きの中で非常に

重要な役割を果たしたと言われていることに関係があります。 

 そもそも論から始めます。図１（Ｐ２５参照）は「フリーダムハウス」というアメリカ

のNPOが毎年出している世界の自由度のランキングの2011年版です。紫色が自由がない国、

緑色が自由な国、黄色が部分的に自由な国を表しています。 

 中東はほとんど紫色、つまり全く自由のない非民主的な地域ということになります。か

ろうじて緑色が一つだけありますが、これはイスラエルです。われわれアラビア語をやっ

ている人間にとってイスラエルのみが民主国家であるという現状というのは甚だ納得でき

ないものがあります。黄色い部分が三つだけあります。西からモロッコ、レバノン、そし

てクウェート、この三つだけがある程度及第点、それ以外は原則的に全部アウトというこ

とになります。 

 当然こういった国々では報道の自由はありませんし、表現の自由はありません。従いま

して、インターネットそのものもしばしば制限されています。図２（Ｐ２５参照）に挙げ

たのは、パリにある「国境なき記者団」という NPOが毎年出している「インターネットの

敵」というリストです。ここに敵としてあげられた国の多くが中東、あるいはアラブ、あ

るいはイスラーム、あるいはアフリカといった国々であるということは、やはり注意が必

要であろうと思います。 

 ここで言う「インターネットが自由ではない」というのにはいろいろな意味があります。

一つは、インターネットが検閲を受けているという点です。つまり、誰もが好き勝手な情

報をインターネットで発信したり、受信したりできるわけではないということです。情報

は政府によって検閲を受け、場合によってはアクセスがブロックされます。政府にとって

都合の悪いサイトにアクセスしようと思ったら、それがブロックされるというのは中東で

はよくある話です。また、誰がどこにアクセスしたかというのもしばしば監視されていま

す。 
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 中東は今お話ししましたとおり極めて非民主的な地域です。ただ、その中でインターネ

ットが果たし得た役割というのは決して小さくありません。図３（Ｐ２６参照）に「911」

「211」「311」と数字を出しました。これはもちろん日付でして、「911」は 2001年 9 月 11

日、いわゆる 9・11 事件です。これ以降、特にインターネットを舞台にして、非常に限定

的ではありますが、中東でもある程度表現の自由が認められる公共的な空間が生まれるこ

とになりました。これは政府側から見ればガス抜きの意味もあったと思いますが、少なく

ともそのガス抜きの部分においては、それなりのきちんとした議論が行われるようになっ

たといえ、それはそれで非常に大きな意味があったと思います。とりわけその中で重要な

役割を果たしたのがインターネット上の掲示板です。これについては後でまた触れたいと

思います。 

掲示板の後には、日本でもそうですが、ブログという形で多くの人たちが自分の意見を

表明するようになってきます。さらにその後にはいわゆる SNS（ソーシャル・ネットワー

キング・サービス）、フェイスブックであったり、ツイッターであったり、そういったもの

が大きな役割を果たすようになります。 

 そして、「211」はエジプトのムバラク大統領が辞任した日ですが、まさにこのときに SNS

が重要な役割を果たしたと言われました。先ほどから「言われている」を連発しているの

は、本当にそうかどうか、正直、私自身も迷っている部分があるからです。 

 また、「311」はもちろん日本の東日本大震災の日です。実は私の自宅は横浜にありまし

て、横浜もやはり震度 5 ぐらい、非常に大きく揺れました。そのときに安否確認をするの

に、もちろん固定電話はつながらない、携帯電話もつながらない、唯一つながったのがイ

ンターネットであり、また安否確認で一番役に立ったのが今言ったツイッターであったり、

フェイスブックといったものだったわけです。 

 つまり、政治的な道具として SNSが利用される。また、危機において自分たちの安否確

認にも SNSが利用される。本来であれば SNSが想定していなかった部分に関して、かなり

幅広い形での使われ方をするようになってきました。このあたりも非常に大きな変化では

ないかと思います。 

 特に中東の場合には、なぜ SNS が大きな役割を果たし得たのか。あるいはインターネッ

トが大きな役割を果たし得たのか。最大の要因は、人々のあいだに正しい情報に対する渇

望があったことだと思います。つまり、自分たちは正しい情報が欲しい、政府が出してく

れる情報というのは必ずしも正しいものではない、面白いものでもない。われわれが欲し
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い、正しい情報をどうやったら入手できるのか。それが多くの人たちが不満に思っている

部分でした。そこにインターネットが登場したわけです。 

 9・11 の直後、国際テロ組織「アルカイダ」がインターネットを使って情報発信をして

いた「Al Neda」というウェブサイトがあります。2001年 12 月ぐらいにできて、それ以降、

例えばテロリストたちの声明とか、ビデオなどをぞくぞくと流していました。 

 それからしばらくすると、この画面が突然変わってしまいます。アメリカ人がハッキン

グして乗っ取ってしまったのです（図４（Ｐ２６参照））。これも、広い意味でのインター

ネット上でのイスラーム対アメリカの戦いになります。こうした戦いは、「デジタル・ジハ

ード」とも呼ぶことができます。もちろんそれ以前からこういう戦いはインターネット上

にあったのですが、非常に目立つようになったのは 9・11 以後と言っていいでしょう。 

 インターネット上には表現の自由を超えた過激な情報も流れていたということを確認し

ておいてください。こういった情報はもちろん中東、あるいはアラブ世界の多くではアク

セスできないようになっています。検閲を受けたり、あるいはアクセスがブロックされて

いるからです。もちろん、政府の検閲を回避できる技術を持っている人であれば、こうい

う情報にたどり着くこともできますが、実は、中東あるいはイスラーム関係であっても、

むしろアメリカや日本といった、自由が担保された地域のほうが簡単に入手できることに

なります。 

インターネットの掲示板のケースについてお話しします（図５（Ｐ２６参照））。アラビ

ア語の掲示板の多くでは実は非常に過激な議論が行われています。ジハード主義と言われ

る、アメリカに対する攻撃を主張するような議論です。日本にも「2 ちゃんねる」という

掲示板があります。その中の議論もしばしば過激になると言われますが、同じようにアラ

ビア語のインターネット空間においても、そこで行われる議論はしばしば常識であったり

とか、あるいは政府の基準であったりとか、そういったものをはるかに超えた過激なもの

で、しかも、その方向はしばしば保守的な方向にぶれていきます。 

 先ほど言いましたブログ、あるいはそれを書くブロガーといわれる人たちも政府にとっ

てはしばしば危険な存在になります。もちろん、ブロガーが政府に批判的な発言を行うと

いうのは、われわれ部外者から見れば、一種の表現の自由を確保するための戦いなのです

が、政府側から見れば、当然政府にはむかう危険人物になってしまいます。 

 サウジアラビアのブロガーのケースで言うと、フアード・ファルハーンという有名なブ

ロガーが、突然逮捕されてしまいました。その後、世界中のブロガーがこのフアード氏を
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救済するためのキャンペーンを張るわけです。そのキャンペーンが功を奏したのかどうか

分かりませんが、最終的に彼は釈放されます。いずれにせよ、ブロガーというもの、ある

いはインターネット上におけるさまざまなアラビア語の言説というものが、しばしば政府

にとっては危険なものに映るようになったという点が重要だと思います。 

 これもそもそも論ですが、図６（Ｐ２７参照）は中東におけるインターネットの利用率

です。日本が大体 80％ぐらいで、それに比べればほとんどの中東の国々が非常に低い水準

にあるのが分かると思います。特にリビアやシリアといった地域は 10％ないしは 10％以下

という非常に低い数字にとどまっています。これから見ても分かるとおり、これぐらい普

及率の低いところで果たして本当にインターネットが重要な役割を果たし得るだろうか、

当然そういう疑問は出てくると思います。 

 図７（Ｐ２７参照）は携帯電話の普及率のケースです。100 人当たりの数字ですが、一

番大きいのはバハレーンです。100 人当たり 180 台、つまり一人 2 台という計算です。あ

るいはもっと大きいかもしれません。先ほどのインターネットの普及率ですと日本は圧倒

的に上にあるわけですが、携帯電話の普及率でみると、日本はちょうど真ん中あたりです。

しかも一番低いイエメンでも携帯電話の普及率は100人当たり大体40台と非常に高い水準

にあります。つまり、おしなべて言えば、ほとんど一人に 1台ぐらいは持っていると言っ

てもいいでしょう。これが中東における情報通信の一つの大きな特徴になっています。 

 われわれはどうしてもインターネットの普及率などで見がちですが、実際には多くの人

たちが携帯電話を使ってインターネットにアクセスしており、この点が重要なポイントに

なります。もう一つ重要なのは、携帯には多くの場合、写真や動画を撮影できる機能があ

るという点です。 

 図８（Ｐ２８参照）はインターネットの普及率とフェイスブックの利用率です。中東に

おけるインターネットの普及率というのは、ほぼ世界平均だと思っていただければいいで

しょう。お金持ちの産油国である湾岸諸国は非常に高い普及率ですが、あとはおおむね

20％から 30％台です。チュニジア、あるいはエジプトではそれぞれ 30％から 20％です。

これが果たしてどの程度の意味を持つのかちょっと分かりにくい部分があります。その一

方で極端に低い国、10％以下の国として、アフガニスタンやイエメン、イラク、リビア、

10％台としてアルジェリアやシリアといった国々があります。 

 ただし、この数字にだまされてはいけないと先ほど言いました。携帯電話の普及率は極

めて高いのです。従って、多くの人たちが携帯電話でインターネットを使っていることを
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考慮する必要があります。さらにフェイスブックの利用率・普及率が非常に高いというこ

とが挙げられます。2011 年 3月現在で、日本でのフェイスブックの利用率は 2.4％、それ

に対してチュニジアは 18％、エジプトでは 8％と非常に高い普及率なのです。つまり、ア

ラブ諸国においてインターネットを利用している人たちのほとんどがみんな同時にフェイ

スブックも利用しているし、ツイッターも利用しているということになります。なぜフェ

イスブックが大きな役割を果たし得るか。数字で見た場合にはそれがこういうところにも

表れています。 

 そして、エジプトの一連の騒動の中で大きな役割を果たしていたと言われているのが「4

月 6日青年運動」です。彼らがフェイスブック上でさまざまな活動の呼び掛けをして、そ

れに多くの人たちが呼応してデモが起きると。本当にそうかどうか分かりませんが。 

 アレキサンドリアで殺害されたエジプト人の若者の名前を使ったフェイスブックのペー

ジ、「われわれはみなハーリド・サイードだ」というものもあります。これもやはり重要な

役割を果たしたと言われています。 

 ユーチューブというインターネット上の動画投稿サイトがありますが、これも同じよう

に政治的に、あるいは社会的に非常に重要な使われ方をしていきます。文字だけ、あるい

は音だけではインパクトが低く、映像があるというのが今回の一連の動きの中でも意味を

持ったのではないかと考えられます。 

 一連の騒動のきっかけになった事件があります。ムハンマド・ブーアジージーというチ

ュニジア人の若者が露天商をやっていたのですが、女性警察官に違法であるということで

商品を没収されるわけです。その後、ブーアジージー君は焼身自殺を図ります。これをき

っかけにチュニジア全土で大規模な騒乱が起き、最終的にはベン・アリー大統領の追放に

つながっていきます。 

 そのときのデモの場面をユーチューブなどで見ると、手に携帯電話を持っている人がい

るのが分かるかもしれません。チュニジアのみならず、今回の騒乱のなかではこういう場

面がものすごく目立っています。つまり、こういうデモなどの場面がインターネット上の

ユーチューブなどに投稿されると、その動画のどこかには携帯電話をかざして撮影してい

る手が必ず見られるわけです。この撮影している手のひらからすぐにインターネットに動

画が、あるいは画像が送られ、それを多くの人たちがまた共有すると。この芋づる式、あ

るいはねずみ算式に拡大する情報の流れ、あるいはスピードというものが 12 月以降の一連

の騒乱の中で非常に大きな役割を果たしたと考えられます。 
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図９（Ｐ２８参照）の左側はチュニジアのベン・アリー大統領、右側がエジプトのムバ

ラク大統領ですが、たまたま二人が座って談笑している場面です。誰が付けたのか分かり

ませんがキャプションがありまして、ムバラク大統領がベン・アリーに対して「お先にど

うぞ。われわれは後からついていきます」と言っています。それに対してベン・アリーが

「先輩も遅くならないでください。一人では寂しいから」と答えています。これはムバラ

クが辞任する前にインターネット上に出回っていた修正写真です。要するに、この時点で

既にインターネット上ではチュニジアの火は必ずエジプトに飛び火して、しかもムバラク

も同じ目に遭うであろうということが多くの人たちによって期待され、また、共有されて

いたことになります。 

 図１０（Ｐ２８参照）は「4 月 6日青年運動」の人たちのフェイスブックのページです。

ベン・アリーが失脚した直後の 1 月 15 日に、ここへ「25日がわれわれの約束の日である。

25日ではちょっと近過ぎますかね」という書き込みがありました。何となくいいかげんと

いうか、こんなものでいいのかなというぐらいの、ずいぶん軽い呼び掛けになっています。 

 1月 25 日に実際に大規模なデモがカイロで発生したのですが、最初の一言は実はこんな

自信なさげな言葉だったわけです。これも重要なのは、ベン・アリーの失脚からエジプト

にそれが飛び火するまでの非常に速いスピード感というものが何なのか。これはもちろん

インターネットがなければ、あるいはこういった SNSがなければ実際に機能しないわけで

す。 

 その後、さまざまな事件が起きてきます。 

例えば、エジプトのカイロのタハリール広場で馬やラクダを扱った連中と反ムバラク勢

力が衝突していく場面が一般の人々の手で動画に撮影され、インターネット上に投稿され

ました。当然こういったものは非常に大きなインパクトを与えます。だからこそ、エジプ

ト政府もそれを恐れて、それを阻止するためにさまざまな措置を取るわけです。一つがイ

ンターネットの切断であり、もう一つが関係者の逮捕です。逮捕された人のうちの一人は、

グーグルというアメリカの有名なインターネットの企業の中東における幹部だった人です。

この人が逮捕され、やがて釈放されるわけですが、一時期エジプトの騒乱で反体制派の動

きのスピードが鈍る時期がありました。インターネットが止められたのが一つの原因だと

思います。そのときにグーグル社幹部ワエル・ゴニムが釈放されてテレビのインタビュー

を受けますが、その場面がインターネット上に投稿されて大きなインパクトを与えます。 

インタビューの内容は、非常に感動的な、浪花節的、お涙ちょうだい的な話でしたが、
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これで止まりかけていた革命が再び動きはじめました。つまり革命であったり、あるいは

暴動でもそうですが、何らかのヒーロー、象徴的なものが必要なのではないでしょうか。

今回、少なくともエジプトに関して言えば、このワエル・ゴニムはそのヒーローの一人で

あったし、チュニジアであればブーアジージー君がそのヒーローの一人であったわけです。

彼らがそう望んだかどうかはまた別です。 

 当然のことながら、そういうヒーローがいれば、それに対する批判も出てきます。 

例えば、ワエル・ゴニムを揶揄するようなビデオがインターネット上のユーチューブ上

にアップされていくわけです。このたぐいのビデオも非常に数多くあります。ワエル・ゴ

ニムの背後にはイスラエルがおり、フリーメーソンがおり、何とかがおりという内容のも

のです。もちろんでたらめなので、こういったものは基本的には全く意味はないのですが、

これも一つの情報戦争であるという点は覚えておいてもいいかもしれません。 

 先ほど象徴というお話をしましたが、今回さまざまな事件があった場所というのは、い

ずれも多くの場合、象徴的な場所なわけです。エジプトの解放広場、タハリール広場です

ね。それからオマーンであれば世界広場、イエメンであれば変化広場、バハレーンであれ

ば真珠広場です。真珠というのは石油発見以前のバハレーン経済の柱だった産業で、バハ

レーンをもっとも象徴するものです。こういう象徴的な場であるからこそ、人々が集まり、

何らかの方向性をそこから発信し得るのではないでしょうか。 

 図１１（Ｐ２９参照）はエジプトで出版されたフェイスブックを舞台にした小説の表紙

です。これはフェイスブックに関するエジプト人の一般的なイメージをある程度表したも

のと言えるでしょう。特に保守的な人たちから見たフェイスブックを使う連中のイメージ

と言ってもいいかもしれません。先ほど小杉先生から、貧困とは必ずしも関係がないとい

う話が出てきましたが、今回もし仮にフェイスブックが重要な役割を果たしていたとする

ならば、少なくともフェイスブックを利用している人たちのイメージというのは、けっし

て「革命」という語で連想しがちな、貧しい階層ではなく、むしろ豊かでリベラルでアグ

レッシブといった感じではないでしょうか。例えば、表紙の女性はぴちぴちの Tシャツを

着て、たばこを吸っており、こんな格好は、普通の保守的なエジプト人から見れば許され

ないでしょう。 

 一方、それに対して反革命側にいたラクダに乗った人たちなどは、多分貧困という意味

で言えば、むしろ、フェイスブックを使っている連中よりも、こちらの人たちのほうが貧

しいはずです。もちろん反革命側には「バルタギーヤ」と言われるごろつきの連中が交じ
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っていたという説もあります。ただ、少なくともフェイスブックの利用者の人たちの多く

は、貧困とかではなく、むしろ別の要素に突き動かされていたのではないかということも

想像できるでしょう。 

 当然こういったエジプトやチュニジアにおける流れは、他の国にも派生していきました。 

例えばバハレーンにおいては2月14日にさまざまな媒体を使ってデモの呼び掛けがあり、

同じような形でデモが起き、そして弾圧を受け、幸か不幸か、バハレーンの場合にはほと

んど鎮圧されております。またちょっと復活した雰囲気はありますが、実質的にはかなり

抑えつけられている状況です。 

 サウジアラビアでも「怒りの日」と称して、フェイスブックなどでデモが宣伝されまし

たが、これもほとんど完全にたたきつぶされ、ほとんど何の効果も得られませんでした。 

 エジプトあるいはチュニジアではフェイスブックが有効だったが、なぜ、バハレーンや

サウジアラビアでは有効ではなかったのか。もちろんエジプトやチュニジアよりもバハレ

ーンやサウジアラビアの方がインターネットの普及率も、フェイスブックの利用率も高い

はずです。ただ、政治的なデモでは大きな役割を果たせませんでしたが、例えばサウジア

ラビアでは女性は車の運転ができません。そういった女性が自ら法律を犯して車を運転し

始めるという動きがここ 1～2週間続いています。そして、その場面を撮影した動画を SNS

に投稿し、フェイスブック上で協力や理解を呼び掛けています。 

 シリアの場合もインターネットの普及率は非常に低いです。従ってフェイスブック、あ

るいはツイッターや何かでデモの呼び掛けがあっても、果たしてそれにどれぐらいの人た

ちが応じているのかというのはなかなか分かりません。エジプトのケースでもそうなので

すが、実際にタハリール広場に集まった人たちのうちのどれぐらいの人たちがインターネ

ットの呼び掛けに応えたのかは分かりません。インターネット上の呼び掛けだけでなく、

アルジャジーラのような衛星放送だとか、あるいは携帯電話の SMS（ショートメッセージ

ング・サービス（携帯メール））、そして伝統的な中東における情報通信技術である口コミ

といったものによって重層的に情報が流れることによって、あれだけの人が集まったので

はないかと考えたほうが合理的かもしれません。 

 図１２（Ｐ２９参照）は、私自身も入っている「シリア革命 2011」というフェイスブッ

ク内のグループで、こういったところでは「バッシャール・アサドのここが駄目だ」とか、

「シリアの現体制は使いものにならない、一刻も早く妥当すべきである」といった感じで

非常に盛んにシリア情勢に関する議論が行われています。ただし、実はここで議論してい
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るシリア人たちのほとんどはシリアに住んでいるわけではありません。ここの中心になっ

ている人たちの多くがアメリカやヨーロッパに住んでいる外国人労働者、移民や亡命者で

あったりします。いずれにせよ、報道の自由、あるいは表現の自由が担保された国でしか、

こういったフェイスブックによる取り組みもできないということになるわけです。 

シリアの地方都市では、治安部隊ではないのに武装した人たちがたくさん現れました。

これはなぜでしょうか。シリアの専門家の人に聞いたら、こういう人たちのことをシリア

では「シャッビーハ」と呼ぶそうです。先ほどエジプトのケースで「バルタギーヤ」とい

う語を出しましたが、同じようなものです。政権がさまざまな形で危機にあるときにごろ

つきの人たちを利用して、反体制側、革命側を攻撃させたり、あるいはごろつき側が政権

側を支援するという名目で一般の人たちに暴力をふるったりするのです。 

こういった情報をわれわれは既存のメディア、例えば新聞であったり、テレビであった

りを使わずにダイレクトに入手することができるようになりました。新聞やテレビといっ

たフィルターを経ないで、直接的にわれわれはこうした情報を入手ができます。つまり、

今は皆さん方一人一人が中東に関して簡単にそしてダイレクトに情報を入手できる時期に

来ており、それ自体は非常に歓迎すべきことだと思います。しかし、逆にこうした情報が

どういう意味を持ち、どういう役割を果たし、どれが正しくて、どれが間違っているかと

いう判断も、皆さん方に問われることになります。 

 だからこそ、遠い世界ではありますが、中東に関してきちんとした情報を持っていない

限り、せっかくあるこれらの大量の情報をみすみす見過ごしてしまう、あるいは無視して

しまう、あるいは誤解してしまうということになるのではないでしょうか。その意味で言

うと、そうしたこともまた、われわれにとっての情報革命ということになるのではないか

と思います。 

 ちょうどエジプトで騒乱が続いているときに、インターネットのユーチューブ上に流れ

た「自由の声」という歌があります。私は最初、この歌のことをシリア人の知人から教え

られたのですが、その知人は「すべての革命には歌がある」という言葉とともにこの「自

由の声」という歌の存在を教えてくれました。この騒乱の中でもこういう余裕を持ったエ

ジプト人たちがいたということも少し覚えておいていただければと思います。 
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図１「世界の自由度ランキング」（出典：http://www.freedomhouse.org/） 

（講演本文へ）、（パネルディスカッション本文へ） 

 

 

 図２「インターネットの敵」（出典：http://en.rsf.org/）（本文へ） 
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図３「中東における SNS の役割」（本文へ）  

 

 

 

図４「デジタル・ジハードのはじまり」 

（出典：http://alneda.com/）（本文へ） 

 

 

図５「過激掲示板の花盛り」 

（出典：Hanayn、Ansar al-Mujahidin）（本文へ）  
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図６「中東のインターネット利用率」 

（出典：ITU (International Telecommunication Union)）（本文へ） 

 

図７「中東の携帯電話普及率」 

（出典：ITU (International Telecommunication Union)）（本文へ） 
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図８「インターネットの普及率とフェイスブックの利用率」 

（出典：ITU (International Telecommunication Union)）（本文へ） 

 

 

図９「拡大する争乱」 

（出典：

http://www.facebook.com/photo.php?fbid=10150153764308294&set=a.379736183293.2033

43.32847763293）（本文へ） 

 

 

図１０「「4月 6 日青年運動」のフェイスブックのページ」 

（出典：http://www.facebook.com/shabab6april/posts/10150154032343294）（本文へ） 
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図１１「フェイスブックのイメージ」 

（出典：

http://www.facebook.com/photo.php?fbid=380659687458&set=o.270187763497&type=3&th

eater）（本文へ） 

 

 

図１２「シリア革命 2011」 

（出典：http://www.facebook.com/Syrian.Revolution）（本文へ） 
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講演「グローバル化とアラブ世界の選択」 

清水 学（帝京大学経済学部教授） 

 

今回の原発問題で中部電力の浜岡原発が今、一時停止をしております。ちょうど一時停

止をする前後のことですが、中部電力の会長が、二日間の機中泊だけでカタールのドーハ

に飛びまして、天然ガスのさらなる供給についての保証をもらい、帰国してすぐ浜岡原発

の当面の停止を発表したのです。カタールと中部電力の間の信頼関係という問題が、こう

いうときに非常に効果を発揮しているなと感じました。 

私自身はどちらかというと経済が専門です。その中で、特に最近はお金の問題に非常に

関心を持つようになりました。どういう意味でこう言うかというと、非常に大きな歴史の

流れの中で、特に 1980年代ぐらいから世界経済の構造が少しずつ変化してきて、一言で言

えば実物の経済と金融との関係において徐々に逆転現象が起きてきたのではないかという

ことなのです。それが集中的に表れたのは 2008年の「リーマンショック」で、金融信用問

題を起点として実物経済を含む世界的な経済危機というのが起きたと私は考えております。 

 これは中東地域とどのような関係があるのでしょうか。ちょうど 1980年代半ばごろ、中

東にとって非常に重要な原油、石油の取引において、アメリカのニューヨーク商品取引所

で先物取引が始まりました。原油の先物取引が始まったということが何を意味するのかと

いうと、金融商品である株式とか、債券とか、穀物先物とか、あるいは金、銀などの金属

の先物取引の中に原油も金融商品として組み込まれ、そのなかで最も利益が上がる分野に

お金が動いていくという現象が拡大しました。つまり、原油というような商品も、事実上

大きな金融取引システムの中に組み込まれていったということです。 

 これは具体的に何を意味するかというと、原油の価格が必ずしも需要と供給だけでは決

まらないということです。ほかの金融商品との関連の中で原油の価格が決まっていくとい

う側面が出てきたと考えています。今回のアラブの大きな政治的変動を経済的な側面だけ

から見ることはもちろんできないわけですが、2008年の金融危機がグローバルに影響を及

ぼしていく中で、国際的に非常に低利で豊富なマネーがアメリカの不況対策の関連であふ

れ出て出回るようになるわけです。それが例えば小麦とか、その他の食糧品取引とその価

格に影響を及ぼしていきます。 

 中東地域の食糧事情を考えると、エジプトなどは典型的ですが、広大で肥沃なナイルデ
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ルタを抱えているにもかかわらず、小麦は需要の半分以上を輸入に頼ってきているのが現

状なのです。小麦価格の高騰というのは生活に直に響くわけですが、特に国際的な物価の

上がり方を横断的に比較してみると、中東地域の上がり方は世界的なレベルの倍ぐらいの

大きさなのです。 

 ご存じのように、アメリカはまだ完全に不況から立ち直っていないのですが、大変興味

深い事実があります。シカゴの近くのアメリカの中西部は小麦生産地域が広がっているの

ですが、その地域の農民が非常に豊かなのです。なぜかというと、中東向けの小麦を輸出

しているところ、特にエジプトに向けた輸出小麦生産地がその地域なのです。エジプトで

小麦の値段が上がると、アメリカの中西部の農民が豊かになるという構造が出来上がって

いました。今回のチュニジアから始まるアラブ地域を揺るがしている動きを考えていく場

合に、そのような世界的な大きな経済の変動と金融の変動がグローバルな形で中東に伝わ

っていくというメカニズムが働いていることを考えていかなければいけないということで

す。 

原油価格も非常に激しい変動を見せています（図１３（Ｐ３６参照））。リーマンショッ

クの直前の一時期に 1 バレル 147 ドルというような高価格を見せたニューヨーク（WTI）先

物価格は、その後、急速に落ち込み一時期は 37～38ドルまで下がりました。現在また再び

上がってきているのですが、こういう原油価格の変動と金融の動向を結び付けて、その関

係と見ていくことが必要ではないかということを最初に指摘しておきたいと思います。 

 OPEC（石油輸出国機構）は世界全体の原油生産の 50％には及んでいないのですが、その

原油生産量が石油価格に大きな影響を及ぼすということはよく言われています。 

またアラブ諸国の産油国をメンバーとするアラブ石油輸出国機構（OAPEC）というのがあ

ります（図１４ （Ｐ４７参照））。ちょうど現在の揺れている地域と、OAPEC諸国とたまた

まかなり重なっています。シリアも OAPECの加盟国です。 

独裁的な権力者と並んで、それと結んだ政商という権力者の悪を象徴するような人々が、

どこの国でもいたわけです。その人たちを取り巻いている共通の側面をちょっと考えてみ

たいと思います。 

 ムバラク前エジプト大統領の次男のガマールは一つの典型です。彼は今は逮捕され、裁

判を待つ状況にいます。ガマールのやってきたことは、現在のアラブ地域の経済状況を考

える上で非常に示唆的です。彼はカイロ・アメリカン大学を卒業してから金融界を志向し、

バンク・オブ・アメリカのカイロ支店に就職しました。それからロンドンに移り、投資（プ
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ライベート・エクイティ）ファンドを立ち上げます。そのプロセスで彼は二つのことを学

んだと思います。一つは最先端の金融ツールを使って企業の売買や買収の仕方、あるいは

民営化の手法です。もう一つは国際的な金融資本というか、銀行ですね。本当に大きなも

のというのは世界で 10を少し超えるぐらいと思っていいのですが、そのような世界とつな

がりもできました。2000 年に入ってから中東地域は経済自由化が加速され、国営企業の民

営化という問題に本格的に携わる時期と重なっています。 

 エジプトは 1970年代半ばから一定の自由化とか経済規制の緩和をやってはいましたが、

本格的に展開するようになったのはソ連が崩壊する時期とほぼ重なっています。ソ連の崩

壊というのは中東地域にも非常に大きな影響を及ぼしたのですが、それによって国営企業

は常に進歩的であるという国営企業に対して持っていたプラスのイメージが打ち崩される

契機となりました。それ以降、私は現在の革命に至るようなプロセスが中東で始まったと

考えています。 

その中で何人か、代表的な政商を挙げていきます。 

 フセイン・サーレムというエジプト人は典型の一人で、彼は現在スペインに逃げていま

す。彼はエジプトとイスラエル政財界とのパイプ役でした。エジプトの天然ガスをイスラ

エルなどに輸送・販売する合弁会社をイスラエル側と一緒に立ち上げた人なのです。天然

ガスの価格というのは通常、パイプラインを使う場合は長期的に価格を固定することが多

いのですが、同時に価格が表に公表されないことが多いのです。エジプトがイスラエルに

売っている天然ガスの価格は、今度のデモの参加者から言わせれば、世界で最も安い価格

で売っているとして攻撃の的にされました。実際は分かりませんが、国際価格でかなり安

い価格だったということは事実です。 

 ここで指摘しておきたいのは、この会社の当初の持株比率が、フセイン・サーレムが 65％、

そしてエジプト政府が 10％という比率だったことです。こういう形で生まれてくる政商は

相応の国家権力と結び付く形でのし上がってくるわけですが、国家の持株よりも自分の持

株の方がはるかに多かったわけです。この人の資産は現在のエジプトの国家予算にほぼ相

当するのではないかと言われています。経済規制の緩和が進められたことで、こういう政

商が出てきたのです。 

次に KATOコングロマリットを作ったイブラヒム・カーメルという人です。この人はいろ

いろな分野に顔を出しているのですが、不動産でかなり名を成しました。エジプトの国有

の土地を払い下げるときに、与党とかあるいはムバーラクファミリーとの関係を利用して、



講演「グローバル化とアラブ世界の選択」 

清水 学  

33 

かなり安い価格で国有地を買い受けて、そこに団地を作って販売するという方法で大もう

けをしたと言われています。ラクダ隊がデモ隊を襲ったときの資金を提供したのは彼が中

心ではないかということで、これもまた取り締まりを受けています。 

 エジプトの鉄鋼王と言われる、今一番攻撃されてきた財界人はアフマド・エッズという

人です。これも有力鉄鋼国有企業の株式をうまく入手して、エジプトの鉄鋼の 3分の 2を

支配するようになった人ですが、今では逮捕されています。私は 2000 年にこの人にインタ

ビューを申し込みまして一度、1 時間ぐらい話をしたことがあります。エジプト人の英語

というのは、どの国の人の英語でもそれぞれなまりが強いのですが、この人の英語は全然

なまりがなくて、アメリカ人と話しているような印象を持ちました。 

 次に少し飛びましてシリアへ行きます。シリアで現在反政府側のデモ隊から最も憎まれ

ている実業家はラーミー・マフルーフという人ですが、大統領のいとこでもあります。こ

の人もいろいろなビジネス分野で活動したのですが、特に通信分野での活動が重要です。

インターネットとか、あるいは携帯電話の分野で蓄財し、現在シリアテルという会社を持

っているのですが、大統領以上にデモ隊から憎しみの対象になってきた人です。 

 つい 1 週間ほど前ですが、彼はシリアのメディアに対して「事業から一切手を引く、こ

れから慈善事業団の方に自分のエネルギーを傾ける」と言ったのですが、これはシリアの

体制側から見ても、彼の存在が非常にまずいということで、少なくとも表面的な手直しを

して、存在感を少し弱めてもらうということでしょう。 

 ここで整理しておきたいのは、政商という政治的な権力と結び付いた財界人の特徴につ

いてです。蓄財において何よりも国家権力との癒着というのが非常に明確な特徴です。国

有地の低額による払い下げ、国有企業の民営化に際して優先的な株式入手、それから許認

可権を持つ政府との関係強化を通じて有利な扱いを受けることなどがあります。例えば携

帯電話事業に参入するには必ず政府が持つ許認可権への優先的なアクセスを確保すること

が不可欠です。そのプロセスは汚職を生みやすいブラック・ボックスになります。 

 次の特徴としては、その時々の成長産業に食い込むというのがビジネス・モデルとして

は重要です。中東地域の成長産業のなかで通信あるいはネットワーク関係が重要です。今

回フェイスブックなどがデモを組織するのに使われることにもなりましたが、携帯電話・

通信関係がどこの国でも成長産業となっています。この技術は基本的に海外から持ってく

る海外資本との関連も重要になります。中東アラブ世界の株式市場を調べてみますと、最

も頻繁に取引されている株式は、ほとんど例外なくこの分野に関連した企業です。まだ独
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立を達成していないパレスチナのヨルダン川西岸のナブルスに、すでにそれなりの規模の

証券取引所がありますが、そこで取引されている株式の半分以上はやはりテレコム関係で

す。アラブ世界の資本・企業の役割を見る場合、通信業というのは非常に重要な分野とし

て登場しています。 

 この業界がどこから資本を調達するかが問題になりますが、もちろん海外、外国からの

投資が一つの柱です。もう一つは、特にアラブ産油国の国家ファンドとか、つまり域内の

湾岸からのマネーです。両者の資本を組み合わせ、それに欧米の技術を取り込むというの

が一般的な形態です。 

 湾岸アラブ諸国の存在というか、金融的役割というのを見ていく上で少し数字を見まし

ょう（図１５（Ｐ３７参照））。現在湾岸には限定されませんが、湾岸の産油国が中心にな

って国家ファンドというものを作っています。オイルマネーをベースにして国が運営する

ファンドです。湾岸に限定すると大体２兆ドルの規模です。この国家ファンドは国内にも

投資するし、海外にも投資しています。これに対して米欧を中心にいわゆるヘッジファン

ドと言われる投資形態がありますが、それが世界全体で 1兆 5000 億ドルぐらいと推計され

ますので、湾岸の国家ファンドは、ヘッジファンド全体より大きい額なのです。 

 参考までにイスラーム金融に関連する資産、イスラーム資産について見てみます。最近

はやや増加テンポが停滞気味ですが、これが大体 1兆ドルというような規模ですので、ヘ

ッジファンド総額の約３分の２の規模にまで拡大してきました。全世界の GDP を仮に 70

億ドル程度と算定しますと、相当大きな額がイスラーム資産として運用されているという

事実を知っておく必要があると思います。 

 国家権力との癒着と成長産業の掌握、技術輸入、外国資本と湾岸資本との組み合わせで

一定の個人が、場合によっては一つの小さな国家の経済規模に相当するような資本規模を

有する実業家が現れる可能性が出ており、特定の個人への富の集中が国民から非常に反発

を受けるような構造が生まれつつあるわけです。 

 革命後の新しい政権を作ろうとしている国々が今後どういう形で経済社会の変革を図ろ

うとしているかについて、簡単に話したいと思います。 

 私は 2 点、非常に面白い事実を見ています。一つはこの間、フランスのドーヴィルで開

かれました主要国首脳会議（Ｇ８）での動きです。そこでは特別決議「アラブの春」が了

承されました。そこでエジプトとか、チュニジアが、今回の一時的な経済的落ち込みを救

済することと、次の経済発展の基本方向をどうするかということについての一つの提案が
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あったわけです。この中でエジプト、チュニジアに対して EBRD を動員して援助するという

方向が提案されました。EBRDは欧州復興開発銀行の略称です。1991年にソ連が崩壊する前

後から米欧政府を中心に設立されたこの銀行は、旧ソ連圏の国々の社会主義から市場経済

への移行を支援し、主として民間資本を対象に融資活動をすることが目的でした。今回定

款を変更して、チュニジア、エジプトなど地中海沿岸諸国を貸付対象国に組み入れる方向

が了承されました。つまり旧ソ連圏だけではなく、エジプトとチュニジアも支援対象国に

入れることになったのです。このことは、G8 が、旧ソ連の変化と現在のアラブ世界の変化

を同様なものとして見ているということを意味します。私は旧ソ連の変化と現在のアラブ

世界の変化は違う面があると思っています。それはなぜかというと、既にアラブ世界で過

去 20年間、市場化と言ってよいプロセスをたどってきた結果起きている事態が、現在のア

ラブで起きている問題と関連しているからです。つまり、エジプトやチュニジアはこれか

ら市場化を始める国ではないということです。それが一つです。 

 IMF という組織があるのは皆さんご存じだと思います。国際通貨基金は途上国だけでは

ないのですが、国際収支面で一時的な困難に陥った国が救済資を受けられる国際金融機関

ですが、通常融資をする際にいろいろな条件を付けることが起きます。国有企業の民営化、

補助金の削減あるいは各種規制緩和などです。そのIMFや世界銀行が、「inclusive economic 

growth」という言葉を初めて積極的な意味で使い始めました。この表現は G8でも使われま

した。「inclusive economic growth」を敢えて訳せば、「包括的な経済発展」でしょうか。

「包括的な経済発展」というのはどういうことかというと、マクロレベルでの成長率だけ

で経済の発展を見るのは不十分で、識字率など社会面での発展とか、平均余命の長さとか、

あるいは社会的平等ということも考慮に入れないといけないという意味です。エジプトや

チュニジアで起きた「革命」の根底に、マクロレベルでの経済発展はしたけれども社会的

な不安が広がっていったとか、あるいは公正さが失われたということをある程度自覚した

言い方です。 

 最後になりますが、「包括的経済発展」というのはもともとインドで使われたことが多か

った用語です。インドで一人当たり平均所得が低い州と一人当たり平均所得が高い州を比

較した場合、普通だと一人当たり所得の高い方が識字率が高いとか、あるいは幼児死亡率

が低いと想像します。しかし、必ずしも一人当たり所得が低いから識字率が低いとはなら

なくて、所得水準が相対的に低くても識字率が高いとか、幼児死亡率が低いという現状が

存在するわけです。単にマクロ的な経済成長の指標だけでは現実の問題を説明できないと
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いうところから、「包括的経済発展」という表現が出てきたと私は理解しています。 

 ですから、私はアラブの経済を見る上で重要なことは、本当の意味で包括的な経済発展

のモデルを見いだせるかどうかだと思います。私はリアリストですので、決して簡単にい

くとは思っていませんが、そういう試みというのは単にアラブ世界、あるいは中東世界と

いうことだけではなくて、今日の途上国、さらに格差社会が強まっている「先進国」の将

来にとっても一つの重要な問題提起になっていると考えています。 

 

 

図１３「原油価格（WTI）の変動」 

（出典 http://ecodb.net/pcp/imf_usd_poilwti.html#index01）（本文へ） 
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図１４「アラブ石油輸出国機構（OAPEC）加盟国」 

（出典 http://ja.wikipedia.org/wiki/OAPEC）（本文へ） 

 

 

図１５「国家ファンド」（本文へ） 
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第 2部 

パネルディスカッション 

司会： 

長沢 栄治（東京大学東洋文化研究所教授） 

コメント： 

私市 正年（上智大学外国語学部教授） 

鈴木 恵美（早稲田大学イスラーム地域研究機構准教授） 

パネリスト： 

私市 正年（上智大学外国語学部教授） 

小杉  泰（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科教授） 

清水  学（帝京大学経済学部教授） 

鈴木 恵美（早稲田大学イスラーム地域研究機構准教授） 

保坂 修司（日本エネルギー経済研究所研究理事） 

 

（長沢） 第 2 部のパネルディスカッションに移りたいと思います。私は第 2部の司会を

務めさせていただく東京大学東洋文化研究所の長沢栄治と申します。初めに二人の方から

コメントをいただき、それから講演者の方 3人とコメンテーターの方お二人の全員 5人で

のパネルディスカッションというスケジュールになっています。 

 最初にコメンテーターのお二人を紹介いたします。まず一人目は上智大学外国語学部の

私市正年教授で、イスラーム地域研究の上智大学拠点の代表を務めていらっしゃいます。

マグレブのイスラーム史の専門家ですが、北アフリカを中心にした現代イスラーム運動に

ついても多くの著作を書かれています。 

 もう一人のコメンテーターは早稲田大学イスラーム地域研究機構の鈴木恵美准教授です。

現代エジプト政治の専門家として、今回の革命においてもメディアや新聞等で大変ご活躍

です。 

 最初に私市先生からチュニジアなどの例を中心にしてコメントをいただければと思いま

す。 

 

（私市） 上智大学の私市と申します。先ほど司会の方から紹介がありましたように、私
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は北アフリカのアルジェリアとか、チュニジアとか、モロッコを中心にしたアラブ・イス

ラーム研究をしていますので、特にこの政変、革命の発端になったチュニジアを中心にし

て、先ほどお話をされた小杉先生、保坂先生、清水先生の 3人のご報告に関連してコメン

トしたいと思います。 

 恐らくここにいらっしゃる多くの方はエジプト、あるいはチュニジアの国についてよく

ご存じだろうと思います。なぜかといいますと、トルコを除いて、アラブ世界は全部で 23

カ国ありますが、日本人の観光客が一番多いのはもちろんピラミッドのあるエジプトです。

年間で恐らく 6 万人ぐらい行っていると思います。2 番目はどこだと思いますか。残念な

がらチュニジアではないのです。モロッコなのです。チュニジアは 3 番目です。要するに

日本人にとっては、観光客として行く場合になじみのある国がエジプトであり、チュニジ

アです。リビアにもごく少数ですが、日本人観光客は少しいます。サウジアラビアには、

日本人観光客はほとんどいないと言っていいと思います。それからシリア、イエメン、オ

マーンへの日本人観光客もかなり少ないです。 

 そういう意味でチュニジアやエジプトは非常になじみのある国で、われわれはよく知っ

ていますが、そこで政変、革命が起こったのです。チュニジアもエジプトも欧米や日本か

ら見てなじみがあるということは、実は優等生なのです。優等生ということはヨーロッパ

の人たちに理解しやすいような政策を取ったり、あるいは政治的な顔つきをしたりしてい

るということです。ある程度穏健であり、ある程度世俗的であって、ある程度近代的であ

って、ある程度自由であるということです。 

 チュニジアの識字率は 75％と、アラブで一番高いのです。それから、例えば大学教授の

40％が女性、医師の 42％が女性なのです。そういう意味では非常に開かれた社会ですが、

実はそれは全くの偽りの顔なのです。 

中東主要国の指導者であるチュニジアのベン・アリー、リビアのカダフィ、イエメンの

サレハ、それからエジプトのムバラクについてお話ししますと、今はもう 3人がいなくな

っています。チュニジアのベン・アリーとエジプトのムバラクが政権からおわれ、イエメ

ンのサレハは病気治療ということでサウジアラビアに行ったまま戻ってきていません（そ

の後、サレハは帰国。カダフィが殺害された）。 

 ここで図１（Ｐ２５参照）をご覧ください。これは先ほど保坂先生のお話の「国境なき

記者団」による「報道の自由度ランキング」です。チュニジアは 178カ国中 164番目なの

です。それだけ自由がない、最下位に近いのです。サウジアラビアは 157 位ですから、サ
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ウジアラビアよりもっと下なのです。さらに言えば、リビアより自由がないのです。私は

非常にショックを受けました。チュニジアはこんなに自由ではなかったのです。リビアよ

りもより自由が束縛されているのです。こういう国で、まさに政変、それから変革、民主

化の波が押し寄せて、チュニジアの長期独裁者が追放されました。エジプトのムバーラク

も同じ運命をたどりました。イエメンのサレハも今や事実上サウジアラビアに亡命してい

る状態で、リビアのカダフィはどうなるか分かりませんが、かなり追い詰められていると

いう印象はあります（その後、殺害された）。 

 そこで「チュニジア・ジャスミン革命の略年表」（図１６（Ｐ６４参照））をご覧くださ

い。先ほど保坂先生の話の中にも出てきましたが、チュニジアの革命が発端だったのです。

昨年の 12月 17 日、ムハンマド・ブーアジージー君は大学を出たのに職がなくて、野菜を

売っていたらそれを没収されて、さらに女性警官に殴られた、ビンタを食らったのです。

それで抗議しましたが、抗議が受け入れられなかったので、焼身自殺をしました。そこか

らその抗議の波が一気に広がっていきました。恐らくここまで展開が急速に広がっていく

ことは予想できなかったと思います。 

 発端はシディ・ブージドという田舎町です。恐らく革命が広がっていく上でインターネ

ットというのはかなり効果があったと思います。まさかと思うような展開で、今年の 1月

14日にベン・アリー大統領がサウジアラビアに家族と一緒に亡命するという事件に発展し

ます。その後の展開は一気に進みませんが、今年の 10月 23日には選挙が行われることに

なっております。独裁体制というのは、独裁者が倒れた後、それに代わる受け皿を作りま

せん。従って、受け皿を作るというところから準備を始めなければいけないので、非常に

難航しています。恐らくエジプトも同じだろうと思います。 

 3 人の方の報告を伺いながらいろいろ考えていたのですが、確かに予想はなかなか難し

いです。ある程度こういう状況が起こると、何か不満がたまっているだろうということは、

先ほど小杉先生のお話の中にもありましたように言えますが、なぜこの時期に起こったの

か。つまり独裁や失業、貧困があるのはアラブ世界だけではないわけです。恐らく北朝鮮

だってそうだろうし、それからサハラの南側、いわゆる黒人の世界だって似たようなとこ

ろはたくさんあるわけです。なぜこの時期にアラブ世界で大変革が起こったのだろうか。 

 キーワードとしては、先ほどから 3人の方の話の中に出てきましたが、恐らく若者とい

うことです。小杉先生から世代交代革命なのだという指摘がありました。それからインタ

ーネットです。これは保坂先生の話の中に出てきた問題です。それから、恐らくもう一つ
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はグローバル化を伴った経済改革が思うようにいかないことです。むしろ経済改革が権力

と癒着した新しい政商を生み出したことです。これは清水先生のお話の中にありました。

つまり、それは腐敗と汚職、それから独裁を支える経済の新たなシステムが作られ、その

一方に貧困層が生み出されたということです。そういう幾つかの矛盾が増幅されていった

結果、ある意味で弁証法的にその矛盾を克服する、矛盾を解決する一つの答えが今回の政

変だろうと思います。 

 私の考えを一言で言ってしまうと、アラブ世界とかイスラーム世界というのは別に変わ

った世界ではありませんよというものです。アラブ・イスラーム世界の人々は普通の人々

で、普通の感覚で生活しています。若者たちが旧世代に反抗するのはどこの世界もいっし

ょで、アラブ世界の若者たちも同じような主張をしたということです。 

 それから、人間がなぜ自由であってはいけないのかということです。彼らはずっと自由

にものを言えなかったわけです。言ったら逮捕されたり、場合によっては弾圧されたり、

殺されるのです。人間がなぜ自由であってはいけないか。抑圧に苦しんでいれば自由の叫

びを上げます。それが今回上がったのだと思います。それから、小杉先生の話でもありま

したが、ちゃんと自分が勉強して、努力して成果を上げても、なぜそれが活かされないよ

うな社会なのかという異議申し立てです。それも恐らく人間らしい誇りとか、人間らしい

尊厳というものが保証されていない社会や国家に対する声だったということです。 

 つまり、今回の変革を見ていて思うことは、アラブ世界・イスラーム世界は普通の社会

であり、普通の人であり、普通の国家を望んでいるということです。今迄はそのような普

通がなかったわけです。一人の人間が何億円もの私腹を肥やすような社会が平然と存在し

ているということです。今まではそれに対して声を上げることができなかったわけです。

エジプトの場合は九十数パーセントがイスラーム教徒、チュニジアの場合は 99％がイスラ

ーム教徒ですが、イスラームも別に変わった世界ではないのです。アラブ世界もイスラー

ム世界も中東世界も変わった世界ではなくて、普通の市民感覚で国家や社会を変革する。

それが初めて今回明らかになったのだろうと思います。 

 では、それがどこに向かっていくのでしょうか。さまざまな妨害が入ってうまくいかな

いかもしれません。しかし、今回の政変では、市民は犠牲者を出しながら、拳を振り上げ、

銃口を恐れず立ち向かっていったのですから、希望を持って見ていきたいと思います。ま

た、どういう方向に向かっていけばサポートできるのか、考える機会にしたいと思ってい

ます。 
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（長沢） 私市先生、ありがとうございました。続きまして、早稲田大学の鈴木恵美先生

からコメントをいただきたいと思います。 

 

（鈴木） 早稲田大学の鈴木と申します。私市先生のコメントの中にも自由がないとか、

不平等というようなお話がありましたが、私も不公正というものをキーワードにして、エ

ジプトについてお話したいと思います。正確に言うと、不公正に対する怒りをキーワード

にしたいと思います。 

 二十数カ国あるアラブ地域において、「ドミノ現象」と新聞などでは言われましたが、ド

ミノ的に政変が起こってくるという現象がありました。1 カ国ごとに見ると、政治体制、

所得水準、社会構造はそれぞれ異なっています。共通点は何かというと、アラブ地域であ

るということと、若者が不公正に対して怒りを感じて立ち上がったということです。これ

が共通点ではないかと思います。 

 エジプトについて見ても、国民が政府や社会に蔓延する不公正に対して怒りを感じて、

爆発して立ち上がったというときが歴史的に見ても何度かあったかと思います。小杉先生

からも少しお話が出ましたが、1919年にも革命がありました。あれはイギリスの支配に対

して不公正だと言って立ち上がったわけです。幾つか不公正に対して立ち上がったときが

あると思います。大きなところで言うと 1977 年のパン暴動です。パンの価格が上がったこ

とによって国民が政府に対して怒りを持って立ち上がるということがありました。そして

2011 年の 1月 25日革命という流れで来ているかと思います。 

 1990 年代からの、いわゆる新自由主義経済で、国営企業の民営化とか、諸々の社会経済

改革に伴って貧富の格差が非常に広がったわけです。こういった経済政策に対する怒りと

いうのはもちろんあったかと思いますが、それそのものよりもやり方、プロセスが問題だ

ということです。清水先生の講演にもありましたが、政商と言われるような人々が本当に

数多くエジプトに出てきたわけです。政商というのは昔からいるわけですが、90年代以降

目立ってきたかなと思います。 

 それに加えて、政商である人たちがムバラク大統領の次男、次期大統領と言われた人た

ちの取り巻きとなって甘い汁を吸うという構造が作られてきていました。大統領が替われ

ばこういった体制も終わってしまうということであれば、国民はもしかしたら立ち上がら

なかったかもしれません。しかし、今年の 9 月に大統領選挙が予定されていて、予定では
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次男が大統領になるということがささやかれておりました。となると、まだ大統領の次男

は 40代半ばですから、もしかしたら 40 年ぐらい生きるかもしれません。お父さんが長生

きですから、40 年ぐらい軽く生きるとなると、この不公正な社会がまた 40 年続くのかと

いうことになります。ここに怒りを感じて国民は立ち上がったのだと思います。 

 では、今の新しい体制づくりの中では、不公正というものがどのように扱われているの

でしょうか。 

 現在のエジプトの新しい体制では、タハリール広場で革命勢力と言われるようになった

団体がたくさんあるので、私は革命勢力と呼んでしまっているわけですが、その革命勢力

が全権を掌握している軍の最高評議会に対して、こうしてほしい、ああしてほしいという

要求を突きつけるわけです。その要求を軍は吟味しつつも、ほとんどすべて聞いている、

要求をのんでいるという状態にあります。非常に危うい関係なわけです。軍の方は何でも

かんでも要求してくる革命勢力に対していいかげんにせよと思っているのだと思いますが、

その辺は軍もなかなか本音を言えないところがあります。 

 要求をのんだ例は幾つかあるのですが、そのうちの大きなものとして取り上げることが

できるのがムバラク大統領の一族、家族に対する起訴です。大統領一家はエジプトの一番

東側の隅のリゾート地に逃げてしまったわけですが、何とか引っ張り出して、カイロに連

れ戻して裁判にかけろという要求をしていました。ただ、同じ軍出身の元大統領、元指導

者を公衆の面前で辱しめるようなことはなるべくしたくないという思いが軍の中に恐らく

あるのだと思いますが、やはり国民は納得しないわけです。不公正の親玉であるムバラク

大統領を何とかして裁判にかけるべきだということです。従来のエジプト人の非常に穏和

な性格からしたらちょっと違うな、違った勢力が出てきたなという感じを受けたりもしま

す。こういった要求などを出してきて、軍はのみつつあるという状況にあります。先ほど

から話に出てきている大統領の次男などはカイロに移送されて拘置所に入っています。 

 軍がこれだけの要求をのみ続けるという理由は主に二つあります。一つは自分たちに期

待された役割というのを果たしていかなければいけないという任務、役割を負っていると

いうことと、自分たちの名声が傷つくことを恐れているということです。イスラエルとの

4 回の戦争でこれまで築き上げてきた軍の名声、国民の信頼を失ってしまうことを何とし

ても避けたいという理由が一つです。 

 もう一つは青年将校のクーデターが発生することを恐れているのではないかということ

です。日本では報道されていませんが、実際にクーデター未遂のようなことは起こってい



パネルディスカッション 

44 

ます。今年の 4 月 8 日ですが、軍の将校たちが、階級でいうと中尉が中心ですが、タハリ

ール広場で革命勢力に合流して、軍最高評議会に対して解散を命ずるというような声明を

発表するクーデター未遂がありました。このようなことを繰り返してはならないという恐

れがあって、軍は革命勢力の要求をのみ続けているという状況にあります。 

 こういった中で私が今非常に注目しているのは司法の役割です。中東諸国は三権が独立

していないということを言われる中で、エジプトの司法は比較的独立している、自立を保

っていると言われています。この司法が非常に興味深い動きをしております。例えば先ほ

ど小杉先生の講演の中にもありました天然ガスです。その価格が不当であるということで、

ムバラク政権が倒れてすぐに司法が動いて、この価格は不公正である、非常に不当な価格

で売られているのだということが裁判所の判決として出されたわけです。この天然ガスの

話題は清水先生も言及されていて、非常に重要になってくるわけですが、真っ先にエジプ

トの司法が動いて出した判決が天然ガスの価格が不当であるという判決だったわけです。 

 そのほかにも幾つか非常に注目される判決を出しています。つい最近では、県議会、地

方議会の解散を命ずる判決を出しました。地方議会というのは旧与党一色です。こういっ

た議会を残して、これから行われるであろう議会選挙、総選挙、大統領選挙に臨むわけに

いかないという、国民の声に押される形で、あるいは司法の中にも公正な社会を作るのだ

という意欲にあふれた判事というのが非常に多いですから、そういう勢力が今のエジプト

を牽引しているという形になっています。革命が起きた後、砂嵐的な状況にエジプトもな

っています。あるいはこれから砂嵐がどんどんひどくなるかもしれないのですが、ぜひ良

識の府である司法の役割に私は期待していきたいと思います。 

 3 名の講演者の発表を聞いてあらためて思ったのは、インターネットや革命後に高揚し

たナショナリズム、愛国主義、従来の古典的なナショナリズムなどに影響される形で現在

の政府は政策を決めており、非常に世論に敏感な政権ができてきたわけです。これまでの

独裁政権であったら、世論などというのは全く無視してよかったわけです。「イスラエルに

天然ガスを輸出するのは良くない。エジプトの大地を切り売りしているようなものだから

良くない」とどれだけ国民が叫んでも、実際にそういう判決もムバラク体制のときに何回

か出ているのですが、政権は無視していたわけです。世論を全く気にしない政府だったわ

けですが、これからの政府はそうではありません。映像一つでタハリール広場で大暴動が

起きるという社会ですので、世論に敏感な政府というものをどうとらえるのかというのが、

研究者全員が考えていかなければいけない問題ではないかと思います。 
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 特に天然ガスについてはこれからも後を引く問題ではないかと思います。日本も石油に

代わる代替エネルギーとして天然ガスに注目しようという話になっていますが、エジプト

もこれから天然ガスをもっと産出しようということで頑張っているわけです。そのエジプ

ト政府が世論に敏感になっているという状況です。 

 私たちもこれまでは独裁政権とさえよく付き合っていたらよかったわけですが、そうで

はいかなくなるということです。いろいろな政治勢力に対してパイプを持たなくてはいけ

ないわけですし、それこそグラスルーツレベル、NGO レベルなどでも中東諸国と良い関係

を築いていかなくてはいけない時代に入ってきたかと思います。あまり的確なコメントで

はなかったかもしれませんが、とりあえず以上です。 

 

（長沢） 鈴木先生、ありがとうございました。 

 これからパネルディスカッションに移ります。先ほど休憩時間に会場の皆さまから質問

票を書いていただき、たくさんの質問をいただきました。 

 質問にはそれぞれの先生方、もしくは 3人の先生方にという両方の種類の質問がありま

した。それを含めて、それぞれ分担してお答えいただければと思います。まず小杉先生、

よろしくお願いします。 

 

（小杉） ご質問ありがとうございます。たくさんありますので、幾つかの質問を併せて、

私なりの消化をしてお答えしようと思います。 

 一つは革命の性質に関するご質問です。民主革命なのか、本当に民主化なのかというこ

とです。それは西洋型の民主化とはどうも違うのではないか、アラブ社会に民主化が根付

くのかなという疑問です。それから民主化とイスラームの関係の問題です。今回は割合イ

スラーム勢力が退潮して見えるように言われているけれども、そうなのか。あるいは逆に

イスラーム勢力が出てくるのだったら、われわれが知っているような民主化と違ったもの

になっていくのではないかという問題です。 

 今回イスラームは明らかに前面に出ていません。例えばエジプトが典型的だと思うので

すが、イスラーム的にどうこうしろという主張は全然出てきていません。その一方で、イ

スラーム運動であるムスリム同胞団がかなりデモの中に入っている、実際に随分参加して

きたと思うのですが、その辺はどうなのかということです。 

 イスラーム主義とか、イスラーム復興は退行している、衰えているのではないかという
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考え方もあるかと思いますが、私は全く違うと思うのです。もともと、イスラーム復興と

いう考え方は、社会がイスラーム的にうまくないとか、イスラームがちゃんと実践されて

いないとかという意識、つまりイスラームが衰退しているとか、病気であるとか、眠って

いるという意識から出てくる考え方です。それを病気に例えて言いますと、果てしなく快

復するということはあり得ないわけで、普通は病気が治ったらおしまいなのです。それを

私は「イスラームの日常化」と呼んでおります。イスラーム復興があったとすれば、ある

程度それが進んだら、国民が「これでいいかな」という気持ちになるはずです。 

 確かにムバラク前大統領は政治的に言うと世俗的な政策を取っていたと言われるのです

が、彼自身はまじめなイスラーム教徒だというスタイルを取っていたわけで、イスラーム

に反対していたわけではありません。デモをテレビで見た方はよくお分かりだと思うので

すが、金曜日ごとに大きなデモが起こります。どうしてかというと、金曜日のお昼にみん

ながモスクへ行って、モスクから出て行くということです。モスクでお祈りしていること

とデモは直接関係がないのですが、集会を禁じられている国で自由に人が集まれるのはモ

スクだけですから、お祈りのときに集まるのです。タハリール広場（解放広場）に集まっ

てお祈りの時間が来るとみんなでお祈りをする、それは当たり前のことなので、要求では

ないのです。だから、イスラームが政治の前面に出ないのは、イスラームがなくなってし

まったということではなくて、日常化しているから争点にならないということです。 

 その一方で、イスラーム運動がイスラーム的な感じのするスローガンを掲げないのは、

この 20 年か 30 年の間にいろいろなところでイスラームの運動や革命が出てくると、民主

化の結果としてイスラームが出るのを欧米が嫌がるということがあるわけです。アルジェ

リアの体験などがまさにそうだと思うのですが、イスラーム政権ができそうになったら軍

が介入する。そのときに国際社会では、「イスラームになるぐらいなら独裁でもかまわない」

というような感じが出てくるのです。それについては運動の側でもかなり学習したので、

民主化するときはイスラームと言わない。言うともめるから、という感じがちょっとある

と思うのです。 

 では、これからどういう民主化になっていくのかということですが、これは分かりませ

ん。民主主義が何かというのはいろいろな考え方がありますが、私は経験知だという意見

です。民主主義というのは、それぞれの社会の中でうまくいくかどうか、実際にやってみ

なければいけないのです。5 年、10年と民主化を進めていくうちに人々もいろいろな声を

出すはずですが、出し方によっては出しても役に立たない、効果が出ないやり方とか、争
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点の作り方など、いろいろな問題が出てくるわけです。日本だって政党政治をずっとやっ

てきていますが、いまだにいろいろやりながら学んでみるということで、二院制のやり方

がいいのかどうかという議論をしたりしています。 

 民主化が始まって、いろいろな要求を言ってみる。その中でいろいろな経験をして、ど

ういうやり方がいいのか学んでいくことになります。そのときに、それぞれの国で「でも

民主主義でやるのだ」と言ってもらいたいと思うのですが、果たしてそうなるのか。民主

主義にしてみたけれども、経済が本当に良くならない、暮らしが良くならないというよう

なことで、例えば軍がクーデターをするのを歓迎してしまうような雰囲気が国民の中に出

てきたりするのか、しないのか。それはちょっと分からないことです。民主化というのは

経験なので、やってみないと分からないのです。ぜひ民主化が進んだらいいなと思うので

すが。 

 そのときに西洋型の民主化に行くのか、イスラーム型の要素が入ってくるのかというの

も経験です。実際問題としてイスラーム文化があるわけですから、まるっきり西洋型の民

主化というのは起こり得ない。日本でも日本風の民主主義を進めてきたわけです。原理は

近代民主主義ですが、その実際のやり方、制度設計とかにはそれぞれの文化があるのでは

ないか。 

 「リビアなんかは部族ではないですか」という質問がありましたが、それが一つの大問

題なのです。中東というのは部族的、家族的な価値観が非常に強い文化だと言ってもいい

と思います。そういうところでどうやって革命が起こるのかという問題です。リビアが内

戦状態になっているのはヨーロッパの責任がものすごく大きいと思うのです。ちゃんと見

極めないうちに性急に軍事介入したのでひどいことになっているという気持ちもすごくし

ます。ヨーロッパが介入した理由は、彼らにとってのエネルギー問題が大きいので、民主

主義のためだという理由は建前だと思います。 

 民衆革命みたいなものは、民主社会というか、大衆社会ができてきて、デモをしたり、

選挙に行ったりということで起こるというのがわれわれの理解です。ところが、非常に分

権化して水平化している国の場合、エジプトのように首都を取ればどうかなるというもの

でもないのです。湾岸もそうですが、部族的、家族的紐帯の強いところですと、自由な政

党とか結社ができて、都市でデモを動員していく形にならないので、どうやって革命する

のかというのをわれわれはずっと前から疑問に思い、研究してきました。 

 変化はしないといけないのだけれども、われわれが知っているような都市型革命が起こ
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らないような場所ではどうなるのか。その問題はかなり深刻ですし、これからもっと注意

深く見ていかなければいけないところだと思います。保坂先生がおっしゃったようなツイ

ッターとか、フェイスブックみたいなものは、いわゆる部族社会というところでもすごく

浸透しています。それで今までと違ってきた芽が出ているのです。ただ、首都で何十万人

が集まったら革命になるというような国でもないので、その辺の謎の解明が課題かなと思

います。 

 

（長沢） ありがとうございました。続いて保坂先生、お願いいたします。 

 

（保坂） 私への質問に関しては、多分 3点ぐらいあると思います。一つはサウジアラビ

アに関してです。サウジアラビアは私の専門分野の一つなのですが、今回の一連の騒動の

中では比較的落ち着いており、それほど大きな動きは見えていません。それはプレゼンテ

ーションの中でも言っていたとおりです。先ほど小杉先生が指摘された点とも関わってく

るのですが、もちろんサウジアラビアは落ち着いているとは言いながらデモは起きていま

す。特に東部州を中心に、つい先週もデモが頻発していました。そのときに、大半のデモ

参加者は宗教性を極めて低く抑える形でデモを行っていました。自分たちの主張は宗教的

なものではなくて、社会的なものであり、政治的なものであるというポーズを取るわけで

す。同じようにバハレーンの一連の騒乱の中でも、当初は少なくとも宗教性を非常に抑え

る形で進んでいました。 

 ところが、デモを起こす側は宗教性を抑えているのですが、それを弾圧しようとする政

府側、体制側はむしろ無理やりにでもそれを宗教化させようという動きに出ていきます。

特にサウジやバハレーンの文脈で言うと、宗派主義的な色彩をそこに盛り込もうとします。

具体的に言うと「このデモはシーア派のデモである。イランが背後にいる」と主張するわ

けです。本当にそうかどうか分かりませんが、そういうエクスキューズを出すことによっ

て、デモ、あるいは騒乱が宗派的なものであり、だからこそ弾圧する理由になるのだとい

うロジックを作り出していきます。 

 その意味で言えば、サウジアラビアはその政策をうまく使い、結果的に騒乱を多数派の

力によって抑え込むことができたと言えるでしょう。だからといってサウジ全体が安定化

しているかというと、もちろんそうではありませんし、括弧付きの民主化の課題も残され

ていると思います。また、先ほど言いましたとおり、女性の運転の権利等の面でも、今後
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サウジが取り組まなければならない問題は非常に多いと思います。 

 もう 1 点は最後に私が触れた点なのですが、メディアリテラシーの問題です。これは非

常に難しい問題です。中東に関しては、一般の人たちがみなアラビア語ができるとか、ペ

ルシャ語ができるというわけではありませんので、一体全体何が正しい情報か判断すると

いうのは非常に難しいと思います。ただ、少なくとも皆さん方がインターネットの普及等

によりダイレクトな情報を入手できるということは、ここ 10年、あるいは 20年の間で大

きく変化した部分ですので、いろいろな手垢の付いていない情報になるべく近寄るという

努力はぜひ今後も続けていただければと思います。 

 例えば、スマートフォンを使っている方であれば、アルアラビーヤであったり、アルジ

ャジーラといった衛星放送は自由に、いつでもどこででも見られるわけです。アルジャジ

ーラなどの放送はほとんどリアルタイムで、例えば iPhoneを使っていれば見ることができ

ますので、そういったものを利用するというのも一つの手だと思います。 

 ただ、問題は、アルジャジーラが正しい情報を流しているかというと、残念ながらそう

いうわけにはいかないという点です。その部分については残念ながら正解はないと思いま

す。ただ言えることは、幾つか比較すれば大体その真ん中あたりが正しい情報に近いのか

なと。例えば、アルジャジーラとアルアラビーヤを見れば、真ん中ぐらいがちょうどいい

のかなというようなイメージで見ております。 

 同じような意味で、われわれ研究者でも、例えばアラビア語がどれぐらいできるかとか、

あるいはペルシャ語がどれぐらいできるかというのは非常に大きな問題です。私は専門が

アラビア語ですので、アラビア語は仕事でそれなりに使っていますが、同じ中東だからと

いって「イランのことも分かるのですか」と言われると、やはり分かりませんとしか言い

ようがありません。例えばアメリカの話を聞くのに、英語ができない人に話を聞く人はい

ないでしょうし、アメリカに住んだことがない人にアメリカの話を聞いてもあまり意味が

ないというのは当然分かると思います。同じように中東に関しましても、アラブに住んだ

ことがあるとか、アラビア語ができるとか、あるいはイランに住んだことがあるとか、ペ

ルシャ語ができるというのは、エネルギーや経済・金融などの分野を除いて、特に政治や

社会を中心とする地域研究の分野では必要不可欠なものだと思います。しかし、それもま

た皆さん方で判断していただかなければなりません。 

 質問の中に一つ、イランのことについて触れられていなかったというお話がありました

ので、そのイランについて、イランの専門家ではない私自身がメディア論の立場からちょ
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っとお話をさせていただきます。確かに 2009 年にイランでもツイッター革命、あるいはフ

ェイスブック革命と呼ばれるような動きがありました。2009年の大統領選挙をめぐって反

アフマディネジャド派が大規模な騒乱を起こして、その模様がツイッターやフェイスブッ

ク、あるいはユーチューブを使って流れて、それが大きな事件になったわけです。実はそ

のとき、少なくともイラン国内ではツイッターもフェイスブックもほとんど使われていな

かったという研究が最近出ました。 

 では、なぜあれだけ大きな事件になったのか。実は今回のエジプトやチュニジアの事件

でもそうなのですが、いわゆる SNS というのは情報を増幅する機能が非常に強いわけです。

特にイランのケースでも、それからチュニジア、エジプトのケースでも、外国に住んでい

るエジプト人、イラン人、チュニジア人が細々としたパイプから流れてくる情報をつかむ

と、そこから情報を拡大していったと想定されます。その場合にはヨーロッパやアメリカ、

あるいは湾岸に住んでいる、より自由にインターネットを使える地域にいた人たちが情報

を拡散させていくという機能を果たしたと考えられます。従って、チュニジア国内、ある

いはエジプト国内での情報よりも、むしろいったん外側に流れた情報が、再びそれぞれの

国内にフィードバックされる情報の方がより重要な役割を果たしていたのではないかと考

えられます。 

 先ほどのメディアリテラシーの話ともかかわってきますが、例えば先ほど私市先生が、

「チュニジアのそもそものきっかけは、ブーアジージー君が女性の警察官にビンタされた

ことである」という話をされましたが、本当にその女性警察官がブーアジージー君を殴っ

たかどうか。実ははっきりしていません。実際に女性警察官は殴っていないと言っていま

す。では、どちらが正しいのでしょうか。もし殴っていないとしたら、本当に小さなうそ

が増幅されて、いつの間にか「事実」になり、それが一つの国の大統領をふっ飛ばしたと

いうことになるわけです。情報というものはたとえ事実でなくても、一つの国の大統領を

ふっ飛ばすことができるというぐらい大きな力を持っているということになります。 

 その意味で言うと、これもまた質問の中にあったのですが、ウィキリークスなどの役割

も同じような意味があると思います。ただ、ウィキリークスは中東においても確かに大き

な役割を果たしてはいますが、少なくとも政府レベルで、政府をひっくり返すぐらいの力

があるという段階には今のところなってはいないと私自身は思っています。 

 もしかしたら、今日、壇上に上がっているなかで、将来的にウィキリークスのような公

文書の暴露的な機能と関係しそうなのは私ぐらいかもしれません。私自身は大使館で働い
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た経験があり、当時はそこでいろいろな公文書を書いていました。もちろん秘密の情報も

含めてです。もし仮にそれが今後、ウィキリークスのような形でばれることがあると考え

た場合には、多分書き手はかなり萎縮すると思います。その意味で言うと、ウィキリーク

スのような存在というのは良い部分と悪い部分があると思います。 

 もう一つ、日本のフェイスブックの利用率が非常に低いということを指摘されていた方

がいらっしゃいましたが、もちろんそのとおりだと思います。中東が高いのではなくて、

日本が低いのです。日本には同じような役割を果たしている、例えばミクシィとか、そう

いった別の、ある意味で非常に日本的な、ねちねちとした SNSがありまして、その部分で

フェイスブックの利用率が当初は低かったという部分はあると思います。ただ、今後は恐

らく世界的な流れから見てもフェイスブックの役割というのは日本においても拡大してい

くのではないかと考えています。 

 

（長沢） ありがとうございました。続いて清水先生、お願いします。 

 

（清水） いろいろなご質問をありがとうございました。私に関連したと思われる質問の

中から、3 点に絞ってお答えします。一つは、私が英語でインクルーシブな経済発展とい

う言葉を使ったのですが、その意味を知りたいということです。インクルーシブというの

は「含んでいる」という意味なのですが、私が総体的あるいは包括的と言ったのは、全体

を含むという意味です。つまり、単に経済成長率が高いというだけではなくて、実際に識

字率だとか、平均余命だとか、それらの要素が経済発展にうまく反映されているかどうか、

という意味として使いました。 

 私はこのように考えています。ベン・アリー前大統領は分かりませんが、ムバーラク大

統領はデモがだんだん大きくなったとき、彼自身は自分のやった政治が非常にまずかった

と思っていたのだろうかということです。例えば 2000年代半ば以降の経済成長率という点

だけを見たら、前と比べて必ずしも低くないのです。そうすると彼には「自分はこれだけ

いい成果を上げているのに、なぜみんな怒っているのだ」という一種の認識のズレがあっ

たと思うのです。そのズレというのは大変重要なことであって、仮に全体が数字のうえで

上がっていても、その間に非常に激しい格差が拡大していったら不満が起きてきます。 

 1979 年にイランで革命が起きましたが、あの直前の経済成長率を見ると非常に高いので

す。むしろ高成長を謳歌していたわけです。それなのに革命が起きたのです。経済が数字
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の上でうまく発展しているときは、ある意味では社会は非常に緊張しているということが

あり得るのです。全体に富がうまく分配されていればいいのですが、逆にそうでない場合

は社会的緊張度が高まっていくときでもあります。 

 国際金融機関が「アラブの春」を通じて、包括的「インクルーシブ（Inclusive）」経済

発展が重要だということに気付いたというような形になっているのですが、本当に内容を

理解したのかどうかがこれから問われることになると思います。 

 2 番目に、エネルギーの問題も含めて、中国がこの問題をどのように見ているのかとい

う質問です。2 点だけお話しします。中国自身、アラブで起きている問題が中国国内に同

じような形で跳ね返ってくることを恐れているのは事実です。しかし、その場合に中国が

意識しているのは経済的な問題です。特に中国は最近インフレが加速化しています。いろ

いろな理由があるのですが、一つはアラブと同じように国際的なマネーの流れの中で、非

常に安くお金を借りられる国から、金利が高い国にお金が流れています。比較的経済がう

まくいっている中国、インド、ベトナムなどがマネーを流入する格好の対象になっている

わけです。そこで起きていることは何かというと、不動産価格の上昇、それから食品価格

の高騰で、それはある意味でアラブで起きたことと似ているわけです。そういう意味で、

中国もインドも、ベトナムもそうですが、金利を引き上げて、とにかく物価を抑えようと

いう形で、当面は対応しています。 

 エネルギーについては中国も必死になっていろいろなところから入手しています。例え

ばスーダンも含めて、政治体制を問わずにとにかく石油を入手しようとしているわけです。

その場合、最近中国は石油の輸送ルートに対してかなり神経を尖らせるようになってきま

した。いざというときにはパキスタンを経由して中東の石油を、当面はトラック輸送にな

ってしまうのですが、新疆のウイグル地区まで移送するという可能性を開いておくことを

中国は考えていると思います。 

 3 番目は、日本が大震災にあった現在において中東との関係でどのような政策があるの

でしょうかという質問です。それと同じような質問で、日本は震災後、落ち込んでいるよ

うですが、どうしたらいいのでしょうかという質問もあります。 

 こういう時期に本当に考えなければいけないのは、短期的な問題を考えることと、長期

的な問題、構造的な問題を考えるという二つのレベルがあるということです。日本人は短

期的なレベルでの経済の問題を何とか切り抜けていくというのが今まで比較的得意だった

と思うのですが、こういう時期に大事なことは構造的、長期的な政策を立てられるかどう
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かということだと思います。その場合、一時的には経済的にある程度困難があるのかもし

れませんが、それをどうやって乗り越えていくかという長期的な問題が重要だと思うので

す。例えば原子力政策をどうするかとか、あるいは天然ガスをどうするかとか、いろいろ

あると思いますが、究極にどうするかというのを方針として考えておいて、そのプロセス

の中で天然ガスをどう使うかとか、そのような議論の立て方をすべきだと思います。 

 最近の日本を見ていると、戦術的な利益のために戦略を犠牲にしているのではないかと

いう危機意識を持っています。日本では明治維新以降、そういう短期的な利益を求める一

方、戦略的問題で最終的に敗北するという繰り返しをしているのではないかという印象を

持っています。アラブで今度起きた問題は逆で、長期的、戦略的な問題を重視していると

思うのです。われわれが今回のアラブの地域、チュニジアやエジプトから学ぶべき点とい

うのは長期的、構造的な政治の問題というのが最終的には極めて重要なのだということで

す。短期的な経済的利益に振り回されずに長期的な戦略を立てられる能力を持つことなし

に、長期的に日本の将来は展望が開けない、これが私見、私の個人的な意見です。 

 

（長沢） 3 人の先生方とも非常に短い時間の中おまとめいただきまして、ありがとうご

ざいました。 

 3 人の講演者の方々の質問への答えを含めて、パネリストのお二人にそれぞれ追加して

コメントがありましたら一言ずついただけたらと思います。私市先生お願いします。 

 

（私市） 小杉先生のお話にも、それから先ほどフロアからのご質問にもあったのですが、

今回の政変の大きな特徴として脱宗教、脱イデオロギーがあります。しかしながら、新し

い政権をどう作っていくかという点では、エジプトはムスリム同胞団、それからチュニジ

アでは Nahdaという政党、こうした政党が恐らく政権の中核になっていくだろうと思いま

す。大衆的な社会の中にどれだけネットワークを持っているかという点ではかなり違いま

すが、両政党ともイスラーム系政党であり、政治スタンスはかなり似ていると思います。 

 ただ、それがこれまでの中東諸国、イスラームの政治勢力と同じかどうかという点では、

今回の政変でイスラーム政治は新しい方向へ歩み出したのではないかと思います。例えば、

ムスリム同胞団が新しく自由公正党という政党を作りましたが、自由公正党の中にキリス

ト教徒を副党首に入れているのです。つまり、宗教的多元主義をはっきり打ち出したとい

う点で、かなり画期的なことではないかと思います。チュニジアにおいても、新しい政権
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づくりに Nahda という政党が出てきましたが、それも最初から多元主義を言っているので

す。宗教的にイスラーム的な立場だけではなくて、ほかの宗教とも共存しながら新しい政

治を作っていくという、かなり画期的な歩みをしていくのではないかと思うのですが。そ

れは小杉先生、どうでしょうか。 

 

（小杉） 私市先生が言われるとおりだと思います。新しい形の在り方というのは、イス

ラームも含めて多元的なものもあります。もう一つ、こういうインターネットとかフェイ

スブックは、保坂先生も何度もご指摘のように、エジプト人と言ったときにエジプトの中

にいるエジプト人だけではなく、アメリカにもいる、ヨーロッパにもいるということです。

情報の共有の仕方やイスラームの理解の仕方のようなものが、今までだと国単位、地域コ

ミュニティなどで伝統的に理解していたのが、どんどん開かれていくようなことが起こっ

ているのです。 

 ただ、脱宗教、脱イデオロギーと指摘されるときの宗教とイデオロギーの理解は古いで

しょう。昔のような宗教の在り方、宗教イデオロギーの在り方ではもうなくなっていると

いうことです。だから世俗化して脱宗教になるのかというと、そうではなくて新しい形と

いうことです。それは非常にはっきり出ていると思います。 

 

（私市） ということは、かなり希望を持てますね。 

 

（小杉） そう思います。グローバル化の影響というのはいろいろな意味で進んでいて、

それに対応する新しい文化みたいなものを若者がもたらそうとしているのではないか。私

は世代交代革命と言っています。例えばムスリム同胞団という組織も解放広場に来て「ム

バラク辞めろ」と非常に大きな声を出していました。 

 ところが、ムスリム同胞団そのものを若者組織とすることはできないのです。これは

1928 年創設からずっと続いていて、指導部にはかなりお年を召している方たちもいます。

野党の中でも当然世代交代革命が起こってくるわけです。ムスリム同胞団は頑張ってきま

したが、80年代、90年代を見ていると、その中で若い世代の声を反映しないということが

ありました。だから、宗教も、脱宗教なのか、古い形の宗教に対して新しい宗教への世代

交代なのか、新しい目で見ていかないといけない気がするのですが、いかがですか。 
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（私市） 全く同感です。 

 

（長沢） ありがとうございました。この点で、ほかの方、何かコメントはありますか。 

 

（清水） 基本的に私は賛成です。経済政策の観点に立った場合に、例えばイスラーム金

融で金利があるかないかとか、そういうテクニカルな問題だけに限定するということから、

新しい問題に移りつつあると思うのです。いわゆる公正というのを実現するためにはどう

いう経済政策がいいかということです。これは別にイスラーム教徒の人だけが議論できる

問題ではなくて、ほかの宗派の人も議論できて、一般的な問題として議論できるのです。

そういう中で、イスラーム的な経済というのはどうなのかというのが試されているという

段階に入りつつあると私は考えています。 

 

（長沢） ありがとうございました。では、続きまして鈴木先生の方からコメントをいた

だければと思います。 

 

（鈴木） 私の方からは保坂先生に対してご意見を伺いたいのですが。フェイスブックの

役割ということについて、専ら政府に対して挑戦する側の視点で発表されましたが、エジ

プトなどだと軍最高評議会がフェイスブックを革命後すぐに立ち上げて、国民の質問に即

答えるという姿勢に転じたわけです。これまで政治というと、政党がワークショップみた

いなのを開いて議論したりして、それをまた議員が議会で議論してというようなオーソド

ックスな形がありましたが、これが崩れてきているのかなと。フェイスブックの上で野党

と軍の最高評議会が意見をやりとりするような状況が生まれてきています。こういう状況、

実態というものと乖離しているような現象が最近見られるような気がします。 

 というのも、軍というのはフェイスブック上では「国民の要求に何でも、とにかく耳を

傾けます。聞くか、聞かないかは別にして、耳を傾けます」と、いかにもリベラルで国民

の側にあるような姿を演出していますが、実態は決してそういうものではないと思います。

実態と乖離したところで、ネット上で国の政治というのが動いていく、引っ張られていく

ような状況に対して、どのような考えを持っていらっしゃるのか。あるいはこういった地

域を研究する立場からどのような取り組み、対策をお考えなのかお伺いしたいです。 
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（保坂） まさにそのとおりでして、そこが一番厄介なところです。例えばバハレーンで

騒乱が起きているときに、われわれはバハレーンの情勢をフォローするのにツイッターで

あったり、フェイスブックを使っていたのですが、当然のことながら反体制側だけではな

くて、体制側の人たちも同じように情報を流していたわけです。どちらの情報を正しいと

するかというのは、ある意味で両方とも正しくない可能性もあるわけで、この点は非常に

難しいところです。実態と乖離しているというのはまさにそのとおりだと思います。 

 ただ、確かに実態からは乖離しているのですが、少なくともその実態のうちの一部は表

しているのではないかという点も重要で、その見方はまさに先ほど言ったメディアリテラ

シーの問題とも深くかかわってきます。どこを見ればうそが分かるのかというのは個別の

ケースでそれぞれ見ていかなければいけないので、非常に難しいですが、少なくともフェ

イスブック、あるいはツイッターで発言している人が数の上で必ず多数派であるとは言え

ないと思います。 

 それは日本のケースでもそうだと思いますが、声の大きい人と多数派というのは当然の

ことながら別に考える必要があります。しばしば中東の場合、声の大きい人と多数派とい

うのを混同しがちなのです。実際にはそういうわけにはいきません。テロ組織や何かが典

型的なケースだと思います。例えばアルカイダも含めて、インターネットをさんざん活用

しているわけですが、彼らは決して多数派ではないですし、中東の人たちの意見の多くを

代弁しているのでもありません。 

 ただ、幸か不幸か、政治的なツールとして使われているという現状もありますので、私

たち研究者としてはフォローしていかなければいけないですし、それは多分もはや一人で

は不可能ではないかと思っています。例えば私のプレゼンテーションの中で使った「4 月 6

日青年運動」のサイト一つを取っても、その書き込みの数はとても毎日フォローできるよ

うな数ではありません。それをきちんと分析して研究に役立てるというのは、多分、よほ

ど期間を限定してやるしかないのだと思います。研究者としては非常に難儀な状況に陥っ

ているのかなという感じはしています。 

 もう 1 点重要なのは、こういった情報は必ずしも中東の現場で手に入るわけではないと

いうことです。例えばシリアの情報などは、多分シリア国内ではほとんど手に入らないと

思います。それが日本ではほとんどすべて手に入るという状況も、研究者としてはある意

味で非常に興味深い状況になっているのではないかという感じがしています。いずれにせ

よ、これらを一つ一つフォローしていくというのはかなりの部分で個々の研究者、あるい
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はジャーナリストの人たちのセンスの部分、勘の部分もあると思いますので、先ほどのメ

ディアリテラシーの問題を考えれば、経験知によるところがかなり多いのかなという思い

ではあります。 

 

（長沢） ありがとうございました。次に私から少し論点を提示したいと思います。 

 3 人の講演の中で幾つかキーワードになった言葉がありました。一つはグローバル化で

す。清水先生がお話しになった経済犯罪というものも、また、若者運動、若者革命の背景

にあったインターネットの問題も、いずれもグローバル化と関連しています。この同じグ

ローバル化という時代を中東・アラブ社会と同じく日本の私たちも生きています。これは

当たり前ですが、そういうことをわれわれは考えずに、しばしば全くの異文化だから、と

いうことを前提にして話を収めてしまうことが多いのです。それは、われわれ専門家の果

たすべき役割ともかかわってくるところです。私市先生からは、ごく普通の社会を求めた

というようなお話もありました。国際社会とのかかわりについてはリビアへの軍事介入の

問題について小杉先生がお話になりましたし、この前の G8 での民主化支援をめぐる問題に

ついては清水先生が、パレスチナ問題については小杉先生が指摘されました。日本として、

日本政府として、または日本人として中東の問題にどのような関わり方ができるのかとい

うことについて、簡単にお話しいただければと思います。そういうのもわれわれの地域研

究の重要な課題の一つではないかと思います。小杉先生から一言いただければ。 

 

（小杉） 先ほど私が話した中で、中東の安定化に寄与するという姿勢がもっとあった方

がよかったということがありました。単に不安定な地域だから、石油にあまり依存しては

いけないというようなことだけではない考え方があってもいいのではないかということを

言いました。 

 今言われたグローバル化の問題についてですが、今日ほかに質問をいただいた中に、例

えば石油に依存できないチュニジア、エジプトはどうすればいいかという問題がありまし

た。産油国と非産油国に格差があるというけれども、どうやったら協力が築けるのかとい

う課題が出てきます。 

それからパレスチナの問題も、どうやって解決できるのだということです。一つの大き

な問題は、今の世界の仕組みは国を単位にしているということです。グローバル化が進む

と、国の壁が下がると想定されていたわけです。移動するものを人、物、お金、情報と考
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えると、情報は今日のフェイスブック革命のお話でもそうですし、われわれは日常で壁が

取り払われていると実感しています。清水先生が話されたように、お金では 80年代からグ

ローバル化が進んできました。物流も、現に世界中から動いています。しかし、最後の人

のところが全然進まないのです。 

 私は人口増加が問題だと言いました。問題の国と問題ではない国があって、アラブ人の

総人口で言えば、今は 3 億人ぐらいだと思いますが、20 カ国以上あって、3億人が多いか

というと、必ずしもそうではないのです。そこで地域統合ができるのだったら、人口にし

ても、資源にしても、もっとうまい活用の仕方があるのです。ところが全部一国で、一国

が崩れないのです。パレスチナの問題も一国一国で、こういう国の形はそのままでやると

いうのもだんだん無理が来ていると思うのですが、そのギャップが激しくなる一方だとい

う問題があります。 

 今回の革命も、アラビア語が通じる限りだったら、ツイッターを別の国の人がみんな読

んで、そこに共感したり、参加したりしていくということがあります。今回の「アラブの

春」というか、革命状態というのは、地球の一体化がものすごい勢いで進んでいるという

ことです。われわれの理解もものすごいスピードでキャッチアップできるようになってい

ます。ところが、国の壁を高くしたままという体制が、旧態依然たるところがかなりあり

ます。 

 そういう点で EUは実験だと思うのです。最近の EUを見ていると、この経済危機で「な

ぜほかの国にお金を出すのだ」というような、地域統合に反するような動きも出ています。

そうすると、グローバル化のアジェンダというのが要ると思うのです。国の壁について、

人のレベルというか、あるいは国が協力し合うところにもう少し人類社会的なところで考

えていくというような発想が要るのではないか。 

 そこのところについて言うと、日本は世界の2位か3位になったとかと言っていますが、

とにかくトップの国の一つなわけですから、グローバル化も推進していますし、責任もす

ごくあると思うのです。しかしながら、日本はグローバル化のアジェンダというのでしょ

うか、より良い地球社会、あるいはそういう問題の矛盾を解決するのにどうしたらいいの

かというところについて、あまり考えていないということです。グローバル化にどう対応

するのかという事について言えば、国境の壁のところが十分考えられていないのです。世

界に貢献していくためにぜひそこのところを考えて欲しいのです。例えばアラブとの付き

合い方を、もう少し共同市場的なものに動くようなものを助けるとか、具体的なところは
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いろいろあり得ると思うのですが、そこのところでわれわれの意識自体ももう少しグロー

バル化へ前向きな対応が要るのではないかという気がします。 

 

（長沢） ありがとうございました。それに関連してパネリストの方で何かご意見があり

ますか。震災の後はどちらかというと国際問題への関心が薄れ内向きなものに、メディア

を含めて関心が傾斜しているところがありますが、そういうことに関して何かご意見はあ

りますでしょうか。鈴木先生、どうぞ。 

 

（鈴木） 小杉先生のお話に関連するのですが、イスラエルと欧米社会をつなぐパイプ役

だったエジプトのムバラク政権が倒れましたが、エジプトというのはアメリカの対中東政

策の要だった国の一つです。もう一つはサウジアラビアです。その一つが崩壊したことに

よってアメリカの対中東政策も崩れて、修正を迫られているのが今だと思います。日本の

外交政策というのはアメリカの政策に乗っかる形で進んできました。特に中東政策につい

てはアメリカの政策に追随するというやり方をしてきました。アメリカ政府は、パレスチ

ナのハマスはイスラーム原理主義組織だと言って交渉していないわけです。それに従って

日本もハマスと対話するということはしてきませんでした。 

 しかし、今回アメリカの中東政策が大きな修正を迫られています。今後も大きな変革が

あるかもしれないという状況の中で、私たち日本政府、あるいは日本人一人一人が、独自

の、もう少し日本外交的な視点を持って、外から何と言われていようとも日本人、あるい

は日本政府が独自の判断でハマスなり、レバノンで大きな政治勢力となっているヒズボラ

などと対話を持っていくというような大胆な試みが必要になってくるのではないかと思い

ます。そうしないと、アメリカの政策が今回の突発的なアラブの政変などで崩れたときに、

日本外交も一緒に崩れてしまうということになりかねないわけで、ぜひこういう視点を持

って、今後日本は中東に対してかかわっていくべきではないかと思っております。 

 

（長沢） ありがとうございました。ほかにこれに関連してありますか。では、私市先生。 

 

（私市） グローバル化に関してです。今の話を半分否定するような話になってしまうか

もしれませんが、結局グローバル化と新自由経済政策の負の遺産が、例えば新興の富裕層

を生み出したり、あるいは権力と結び付く富裕層を生み出し、一方では貧しい階層を生み
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出して、その貧富の差が実は広がったという議論もよくあります。それはグローバル化に

よる負の遺産だということです。 

 どうなのでしょう、経済のレベルで、今の中東で起こっている現象は反グローバル化と

見ていいのでしょうか。どういう方向に行くのかというのがちょっと分からないのです。 

 

（長沢） この問題は清水先生ですか。お願いします。 

 

（清水） 言葉としてはまだ熟していないのですが、セレクティブグローバリゼーション

という言葉があります。セレクティブというか、選択的グローバル化というか、どういう

分野のグローバル化を受け入れ、どういうものについてはクレームを付けて、その権利な

りを主張していくかという考え方です。こういう視点で考える必要がますます出てくるの

ではないかと考えています。 

 

（長沢） ありがとうございました。保坂先生お願いします。 

 

（保坂） 鈴木さんのアメリカの中東政策に関するコメントに関してですが、非常に重要

なのは、われわれが中東という国々に対して何を求めるかという問題があるのだと思いま

す。実際、今回の一連の動きの中でアメリカの政策というのは国ごとにばらばらなわけで

す。例えばエジプトに関してはかなり早い時点でムバラク政権に見切りを付けたわけで、

チュニジアにしてもそうです。リビアに関してもかなり早い時点で、リビアのカダフィに

対してはもう要らないという立場を明確にしていました。 

 同じような形になっているバハレーンに関しては、せいぜい「一般の人々を傷つけない

ようにしましょう」と言うぐらいで終わらせてしまっています。もちろんそれを批判する

のは簡単です。「アメリカは二枚舌を使っている、バハレーンも民主化をし、反政府運動を

行っている連中を支援すべきである」というようなことを言っていればいいわけです。し

かし、ここにもう一つ、安定という視点を入れた場合に、果たしてそれがいいことなのか、

日本の国益になるのかどうかということも考える必要が出てくると思います。バハレーン

が混乱して、その混乱が湾岸の産油国に波及して、例えばサウジアラビアがひっくり返っ

て反米国家ができたとしたら、それが日本の国益につながるのかどうかというのは当然別

の話になるわけです。私自身は別にサウジアラビアにそれほど思い入れがあるわけではな
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いので、サウジアラビアという体制が未来永劫続くとは思っていません。ただ、少なくと

も現時点でアメリカが選択的に対応せざるを得ないというのは、多分しょうがないのだろ

うなという感じがしています。日本も果たしてそれだけの気概があるのかどうかというこ

とです。 

 それは先ほど言ったメディアリテラシーの問題にもかかわってくるのですが、われわれ

が果たして中東に関してどれぐらいのことを知っていて、どれぐらいの思い入れがあり、

将来の中東像をどれぐらい描いているのかということです。きちんとしたイメージがあれ

ばそれなりに大胆な政策は取れるのだと思いますが、現状は、例えば民主党にしろ、ある

いは自民党にしろそうですが、そういったグランドデザインを描けないままです。そのよ

うな状態で、中東の問題に深入りすることが、あるいは革命勢力に加担することが日本の

国益につながるかどうかというのは、また別の話ではないかという感じはしています。 

 もちろん私自身は、ハマスであろうが、ヒズボラであろうが、そういった組織をテロ組

織であると認定するアメリカのやり方が正しいとは思えませんが、現状で日本に果たして

それだけの能力があるのか、あれば私はやるべきだと思いますが、正直ちょっと怖くなる

部分があります。 

 

（清水） 中東に対する日本の援助関係などを見ていると、経済、技術にかなり限定され

ています。日本が経済的に、あるいは技術的に進んでいる、その進んでいる技術を向こう

に学んでもらうという形の一つの構造的な関係があるような気がするのです。ところが、

これからわれわれにとって重要になってくるのは、それだけの関係ではなくて、例えば政

治対話とか、あるいは教育対話とか、文化対話とか、そういうものを通じてより立体的に

相互理解を深めていくことではないかと思います。 

 保坂さんが言われたことで感じたことがあります。例えば湾岸でもカタールという国が

ありますね。私はカタールという国に特に思い入れているわけではないのですが、あそこ

は米軍の空軍基地があるのです。しかし、同時にカタールのやっている外交政策を見てい

ると、中東におけるいろいろな紛争問題に調停役として動いているわけです。最近アメリ

カとタリバンの間で交渉が始まっているのですが、その交渉を仲介している一つがカター

ル政府なのです。 

 カタールのようにアメリカとの非常に深い関係を持ちながら、しかも独自の外交を展開

できるというケースもあるわけで、そういう意味では非常に柔軟な発想でもって外交関係
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を見ていく必要がこれからはあるのではないか。日本はそういうところを参考にすべきで

はないかと私は感じています。 

 

（保坂） 確かにカタールは非常に重要な外交上のプレーヤーになっているのですが、恐

らく民主化のレベルで言うと、中東でも有数の非民主的な国家です。そういう場合、果た

してカタール政府を本当に支援していいものかどうかという矛盾した問題に直面している

わけです。 

 今の清水先生のお話の中で文化的な部分に触れられましたが、例えばインターネット上

では日本に関するアラビア語のウェブページとか、フェイスブックとか、たくさんあるわ

けです。例えばユーチューブで検索してみれば分かると思いますが、莫大な量の日本のア

ニメがアラビア語化されてインターネット上にあります。日本のアニメが中東で人気とい

うのはご存じの方も多いと思いますが、多くのアラブ人の若者たちがアニメの主題歌をア

ラビア語で歌えるわけです。それはもちろん日本語ではないのですが、同じアニメを見て、

同じ歌を歌って育ってきた人たちが、今ちょうど 20 代、30 代になってきます。多分われ

われがアメリカの映画やアメリカのテレビを見て育って、そこからアメリカに対する認識

を得たのと同じように、アラブ圏では日本に対して新しい見方を持つ人たち、旧来の自動

車やカメラ、あるいはハイテクというだけではない別の世代の人たちが生まれてきていて、

そういう人たちとどのように関わるかというのが今われわれに問われているのではないか

と思います。特に若い世代という話が出てきましたが、そういう思いを最近は特に強くし

ています。 

 

（小杉） 最後に一つだけちょっとコメントを付け加えます。質問している方の中に大学

1回生の方がいらして、「今の日本は若者がいまいち元気がないので、私たちの世代がこれ

からの日本を担っていくというのに大きな不安を覚えます。どうするのか」ということで

す。私は、一つはこういう講演会にそういう若い方が来てくださって質問してくださるの

を大変うれしく思います。 

 「どうしたら」というのは、直ちに答えはないのですが、一つはアラブの若者の元気に

学ぶというのはありだと思うのです。われわれのイスラーム地域研究でも始まったばかり

でまだ交流が進んでいませんが、実際にやっている方がどういうことをやっているのかと

か、どういう思いなのかという研究もしていきますし、場合によっては向こうから来てい
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ただいて交流する機会などもあると思うのです。だからそういう機会がもしあれば、日本

の若い方にも参加いただいて交流していくことです。 

 こういう若い方が「自分たちの世代でこれからの日本を担っていくのは不安だ」という

のはそうだと思うのですが、若い皆さんはこういうグローバルな時代だから、みんなでグ

ローバルに世界を担っていかなければいけないのだろうと思うのです。そういう意味で、

中東の若い人と日本の若い人がつながるような機会も、われわれが企画していけたらいい

なとちょっと思いましたので、付け加えさせていただきました。 

 

（長沢） ありがとうございました。それでは、これをもってパネルディスカッションを

終了いたします。講演者の方々、コメンテーターの方々、どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）その後、サレハは帰国、カダフィは殺害された。 
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図１６「チュニジア・ジャスミン革命の略年表」（本文へ）
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主催機関挨拶 

中尾 正義（人間文化研究機構理事・地域研究推進センター長） 

 

 主催者を代表して一言ご挨拶申し上げます。この人間文化研究機構の講演会というのは

これが 15回目です。今まで主に東京でやっておりましたが、今回は京都で開催させていた

だきましたところ、たくさんの方にご来場いただきまして本当にありがとうございました。 

 今回のテーマに選びましたイスラームというのは、私など主催者ではあるのですが全く

知識がなく、イスラームといえば嫁さんを 4 人も持つことができるという程度のことしか

知らなかったのです。今日のお話を伺いますと、例えば最初の小杉先生のお話にありまし

たように、日本の原発の開発が石油ショックから始まっており、イスラーム地域のとのか

かわりが深いとのことです。今から、エネルギー問題、特に原発をどうするかということ

を、国民のみんなが考えるための、非常に貴重なご教示をたくさんいただきました。そう

いう意味でも、イスラームとのかかわりは嫁さんの問題だけとは違うのだなということを

非常に深く考えさせられました。 

僕などは、イスラームは全然違う文化圏の人だと思っていたのですが、私市先生によれ

ば「いや、同じような人なんですよ」とか、それが本当にグローバリゼーションにものす

ごく結び付いているとか、いろいろなことを考えさせていただきました。講師の先生方、

本当にありがとうございました。 

 人間文化研究機構の地域研究には、現代中国地域研究というのもあります。中国という

のも、われわれはどうやって付き合うかを考えていかなければいけない問題です。来年あ

たりは中国の問題を取り上げたような公開講演会・シンポジウムを考えておりますので、

またの機会にぜひお越しいただければありがたいと思います。 

 また、2カ月後の 9 月 23日に大阪の歴史博物館と共催で、「アジアから琉球弧を考える」

という、琉球、沖縄の問題ですが、公開講演会を大阪で開くことを企画しておりますので、

これにもぜひ足を運んでいただければありがたいと思います。 

今日はどうもありがとうございました。 
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